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　コ
ー
ナ
ー

　
こ
の
ほ
ど
、
土
佐
町
小
学
校

で
実
施
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
活

動「
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
ブ
」に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

聞
け
ば
、
地
域
の
資
源
を
活
用

す
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、「
ア

ユ
の
つ
か
み
取
り
」
を
や
ら
な

い
か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
快
諾

さ
れ
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。当
初
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
川
遊
び
も
ま
ま
な
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
川
で

や
っ
て
あ
げ
よ
う
と
計
画
し
安

全
性
も
確
保
す
る
た
め
、
川
の

整
地
や
通
路
の
確
保
な
ど
事
前

準
備
を
整
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

運
悪
く
降
雨
に
よ
り
増
水
し
た

た
め
急
遽
プ
ー
ル
で
の

実
施
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
絶
好
の
水
遊
び
？

の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
や
る
子
ど
も
た
ち

を
抑
え
、
ま
ず
は
教
室

で
ア
ユ
の
生
態
の
勉
強

会
で
す
。ア
ユ
は
川
の

き
れ
い
な
苔
を
食
べ
大

き
く
な
る
こ
と
、
だ
か

ら
川
は
き
れ
い
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
、
そ
し
て
大
き
く

な
っ
た
ア
ユ
は
産
卵
の

た
め
河
口
に
下
り
卵
を
産
む
こ

と
、
ふ
化
し
た
稚
魚
は
海
に
入

り
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を
食
べ

て
大
き
く
な
り
、
成
長
し
た
ら

ま
た
、
産
卵
に
下
り
一
年
で
一

生
を
終
わ
る
な
ど
の
話
に
目
を

輝
か
し
夢
中
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
さ
あ
ー
い
よ
い
よ
「
つ
か
み

取
り
」で
す
。あ
ら
か
じ
め
そ
の

日
の
う
ち
に
内
水
面
漁
連
（
香

南
市
吉
川
）
か
ら
運
ん
で
き
た

ア
ユ
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

プ
ー
ル
に
入
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
一
斉
に
プ
ー
ル
の
中
に
！

　
も
う
子
ど
も
ら
は
大
は
し
ゃ

ぎ
！
初
め
て
生
き
た
ア
ユ
に
触

る
子
、慣
れ
た
子
、プ
ー
ル
の
中

は
大
歓
声
！
見
守
る
先
生
方
、

学
校
応
援
団
の
方
た
ち
、
関
係

者
も
満
足
し
て
い
る
様
子
に
こ

ち
ら
も
充
実
感
あ
ふ
れ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
か
み
取
っ
た
ア
ユ
は
子
ど

も
た
ち
に
平
等
に
分
け
、
持
ち

帰
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
日
の
食

卓
に
！
「
塩
焼
き
」
に
変
身
し
、

お
な
か
の
中
に
！

　
い
つ
の
日
か
こ
の
経
験
を
思

い
出
し
、
川
や
魚
に
親
し
ん
で

く
れ
て
自
然
を
愛
し
、
自
然
に

優
し
い
心
を
持
っ
た
大
人
に
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
一
日
を
終
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
へ

　「
つ
か
み
取
り
楽
し
か
っ
た
」

「
食
べ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
」と

の
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

感
動
し
た
よ
。あ
り
が
と
う
。

協
力
者

•

高
知
県
内
水
面
漁
業
協
同
組

合
連
合
会

•

嶺
北
漁
業
協
同
組
合

•

田
村
今
朝
穂
さ
ん

　　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　　
令
和
７
年
11
月
20
日
発
行
の
第

141
号
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
10
ペ
ー
ジ
　
上
か
ら
２
段
目
　

　
　
　
教
育
長
③
の
答
弁

（
誤
）
嶺
北
広
域
の
教
育
委
員
会

で
検
討
。

（
正
）
土
佐
町
の
児
童
も
見
学
に

行
く
機
会
を
設
け
る
よ
う
学

校
に
促
し
て
い
く
。

　
議
会
だ
よ
り
発
行
に
あ
た
っ
て

は
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え

る
べ
く
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
土

佐
町
で
は
ま
だ
寒
さ
の
厳
し
い
日

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　
さ
て
、
昨
年
来
、
米
価
の
高
騰

が
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

お
い
て
も
、
米
価
の
上
昇
は
生
産

農
家
の
皆
様
に
と
っ
て
久
々
の
明

る
い
材
料
と
な
り
、
一
定
の
恩
恵

を
も
た
ら
し
た
も
の
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
後
の
米
価
の
推
移
に
つ
い
て
は

依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
、
資
材
高
騰
な
ど
の
課
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
。

　
米
づ
く
り
は
本
町
の
景
観
や
文

化
を
支
え
る
柱
で
す
。
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
一
過
性
の
動
き

に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
「
持
続
可
能
な
米

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
行
政

と
共
に
対
策
を
講
じ
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　
今
号
も
、
町
政
の
現
状
を
詳
し

く
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
一
読
く
だ
さ
い
。（

澤
田
智
則
）

あ
と
が
き
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議
　
長
　
　
和
田
　
義
嗣

議
会
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調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長
　
　
氏
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夫
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委
員
長
　
　
鈴
木
　
大
裕

 

委
員
　
　
　
澤
田
　
智
則

 

委
員
　
　
　
前
田
　
清
美

 

委
員
　
　
　
長
野
　
　
保

 

　（
ご
意
見
、
ご
感
想
は
）

 

　
土
佐
町
議
会
事
務
局
ま
で

参加していただいた方々
土佐町小学校４年生・５年生・６年生の皆さん

学校応援団の皆さん

生徒からのメッセージ
（表示ができなくてすみません）

お
詫
び
と
訂
正

第
38回

や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

定
例
会
開
か
れ
る
・
行
政
報
告

一
般
質
問

定
例
会
議
案
審
議
・
議
決
結
果

臨
時
会
議
案
審
議
・
議
決
結
果

決
算
審
査
意
見
書

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

委
員
会
報
告

議
会
は
何
を
す
る
と
こ
ろ

広
報
ホ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
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3月
12月

6月
9月

定
例
会
は

年
に
4回

定
例
会
は

年
に
4回

議
会
だ
より

町
土
佐

第142
号

2026.２
.18

令
和
７
年
12月
議
会
定
例
会

令
和
７
年
11月
議
会
臨
時
会

年
4回
発
行
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９
月
17
日
に
立
教
大
学
ス

ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
の

３
名
が
、
包
括
的
協
定
を
締

結
す
る
た
め
土
佐
町
に
来

庁
。
同
学
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ

健
康
づ
く
り
の
分
野
に
お
け

る
多
種
多
様
な
研
究
者
を
擁

し
て
お
り
、
そ
の
協
力
を
得

る
こ
と
で
、
本
町
の
ス
ポ
ー

ツ
健
康
福
祉
関
連
事
業
に
新

た
な
発
想
と
変
革
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
は
、
同
大
学
と
話
し

合
い
な
が
ら
土
佐
町
版
ス

ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
事
業
を

共
同
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　
11
月
９
日
、
県
内
外
か
ら

２
５
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー
の
エ

ン
ト
リ
ー
を
い
た
だ
き
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

　
11
月
16
日
、
記
念
式
典
が

執
り
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、

吉
野
川
源
流
域
の
市
町
村
、

い
の
町
と
嶺
北
４
か
町
村
、

徳
島
県
三
好
市
、
四
国
４
県

の
知
事
、
ま
た
国
土
交
通
省
、

水
資
源
機
構
や
関
係
機
関
の

方
々
が
一
堂
に
会
し
、
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
11
月
16
日
、
午
後
か
ら
恒

例
の
や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

が
開
催
。
今
年
は
、
吉
野
川

総
合
開
発
50
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
土
佐
町
合
併
70
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
同
時
開
催

と
な
っ
た
。
当
日
は
徳
島
か

ら
阿
波
踊
り
や
高
知
の
よ
さ

こ
い
踊
り
も
披
露
さ
れ
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
活
気
あ
ふ

れ
る
や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

と
な
っ
た
。

　　　
11
月
23
日
、
恒
例
の
第
46

回
土
佐
町
産
業
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
各
種
団

体
か
ら
の
出
店
や
催
し
も
行

わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
。

開
会
式
の
前
に
は
土
佐
町
勢

功
労
表
彰
並
び
に
善
行
表
彰

式
典
が
行
わ
れ
、
今
回
は
功

労
表
彰
５
人
、
善
行
表
彰
が

１
人
、
１
団
体
が
受
賞
さ
れ

た
。

令和７年
第４回定例会
開かれる

和
田 

守
也 

町
長

行
政
報
告

　本定例会は、12月２日に招集、12月９
日までの８日間の会期で開かれた。
　この定例会では議員より７件、町長よ
り12件が提案され、審議の後、原案のと
おり全て可決し９日に閉会した。一般質
問は８日、９日に７人が町政全般につい
て執行部の考えをただした。

表紙の写真は
　11月16日に行われた「第38回やまびこ
カーニバル」。当日はよさこい鳴子踊りや
阿波踊りなどが披露され、また花火も打ち
上げられて大いに盛り上がりました。

第
3
回
さ
め
う
ら
の
郷
湖
畔

　ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
大
会

吉
野
川
総
合
開
発

　
　
　50
周
年
記
念
式
典

や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

土
佐
町
と
立
教
大
学
ス
ポ
ー
ツ

ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
と
の
相
互
協

力
連
携
に
関
す
る
包
括
的
協
定

第
46
回
土
佐
町

　
　
　
　
　産
業
文
化
祭

①
県
は
こ
の
構
想
に
よ
り
、

県
内
15
の
消
防
署
を
６
方

面
体
制
に
集
約
し
県
一
化

す
る
と
し
て
い
る
。
通
信

指
令
設
備
・
総
務
部
門
の

集
約
な
ど
新
た
な
財
源
を

伴
う
が
そ
の
負
担
額
は
。

②
消
防
職
員
の
給
与
水
準
の

統
一
や
三
交
代
制
導
入
の

た
め
財
源
増
加
と
な
る
。

そ
の
真
意
は
。

③
各
消
防
の
職
員
採
用
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
事
情
に

精
通
し
、
な
お
か
つ
人
口

減
少
対
策
の
観
点
か
ら
も

「
地
域
採
用
枠
」
を
確
保

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

は
。

　

 

町
長

①
あ
く
ま
で
も
15
年
間
の
平

均
で
あ
る
が
、
年
間
４
２

７
６
万
６
０
０
０
円
の
負

担
増
と
な
る
。

②
三
交
代
に
す
る
に
は
新
た

に
１
０
４
人
の
増
員
で
７

億
８
０
０
０
万
円
の
財
源

が
必
要
と
な
る
。

　
　
出
動
回
数
の
多
い
地
域

で
は
三
交
代
で
や
ら
な
い

と
職
員
の
負
担
が
大
き
い

が
、
嶺
北
地
域
で
は
二
交

代
で
も
よ
い
の
で
は
。

③
地
域
の
実
情
を
知
っ
て
い

る
人
材
を
確
保
す
る
と
い

う
点
に
お
い
て
、地
域
採
用

枠
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
。

①
物
価
高
騰
対
策
特
別
支
援

交
付
金
を
原
資
に
「
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
発
行

を
。

②
水
道
代
な
ど
の
基
本
料
月

額
分
の
当
面
の
間
の
免
除

を
。

 

町
長
　

①
町
で
は
早
期
執
行
が
可
能

で
あ
り
、
全
て
の
町
民
に

効
果
が
行
き
渡
る
と
い
う

判
断
か
ら
、
世
帯
ご
と
に

町
の
方
か
ら
送
付
す
る
形

で
地
域
商
品
券

の
配
布
を
し
た

い
。

②
町
内
全
て
の
水

道
が
町
営
で
は

な
く
、
地
域
で

水
道
事
業
を
運

営
し
て
い
る
場

合
や
、
水
道
を

利
用
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
も
一

定
数
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
全

町
民
に
平
等
な

物
価
高
騰
対
策

に
は
な
ら
な

い
。

和
田
　賢
二 

議
員

問

答

「県一消防」構想の
　　　　課題と対応は
「県一消防」構想の
　　　　課題と対応は
来年度任意の協議会で
引き続き議論する
来年度任意の協議会で
引き続き議論する

問

答

物価高騰対策を問う物価高騰対策を問う

地域商品券の
配布を計画している
地域商品券の
配布を計画している

土佐町くらし応援商品券
（２月上旬に発送）

消防本部・嶺北消防署（嶺北広域行政事務組合ホームページより）
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９
月
17
日
に
立
教
大
学
ス

ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
の

３
名
が
、
包
括
的
協
定
を
締

結
す
る
た
め
土
佐
町
に
来

庁
。
同
学
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ

健
康
づ
く
り
の
分
野
に
お
け

る
多
種
多
様
な
研
究
者
を
擁

し
て
お
り
、
そ
の
協
力
を
得

る
こ
と
で
、
本
町
の
ス
ポ
ー

ツ
健
康
福
祉
関
連
事
業
に
新

た
な
発
想
と
変
革
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
は
、
同
大
学
と
話
し

合
い
な
が
ら
土
佐
町
版
ス

ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
事
業
を

共
同
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　
11
月
９
日
、
県
内
外
か
ら

２
５
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー
の
エ

ン
ト
リ
ー
を
い
た
だ
き
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

　
11
月
16
日
、
記
念
式
典
が

執
り
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、

吉
野
川
源
流
域
の
市
町
村
、

い
の
町
と
嶺
北
４
か
町
村
、

徳
島
県
三
好
市
、
四
国
４
県

の
知
事
、
ま
た
国
土
交
通
省
、

水
資
源
機
構
や
関
係
機
関
の

方
々
が
一
堂
に
会
し
、
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
11
月
16
日
、
午
後
か
ら
恒

例
の
や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

が
開
催
。
今
年
は
、
吉
野
川

総
合
開
発
50
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
土
佐
町
合
併
70
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
同
時
開
催

と
な
っ
た
。
当
日
は
徳
島
か

ら
阿
波
踊
り
や
高
知
の
よ
さ

こ
い
踊
り
も
披
露
さ
れ
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
活
気
あ
ふ

れ
る
や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

と
な
っ
た
。

　　　
11
月
23
日
、
恒
例
の
第
46

回
土
佐
町
産
業
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
各
種
団

体
か
ら
の
出
店
や
催
し
も
行

わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
。

開
会
式
の
前
に
は
土
佐
町
勢

功
労
表
彰
並
び
に
善
行
表
彰

式
典
が
行
わ
れ
、
今
回
は
功

労
表
彰
５
人
、
善
行
表
彰
が

１
人
、
１
団
体
が
受
賞
さ
れ

た
。

令和７年
第４回定例会
開かれる

和
田 

守
也 

町
長

行
政
報
告

　本定例会は、12月２日に招集、12月９
日までの８日間の会期で開かれた。
　この定例会では議員より７件、町長よ
り12件が提案され、審議の後、原案のと
おり全て可決し９日に閉会した。一般質
問は８日、９日に７人が町政全般につい
て執行部の考えをただした。

表紙の写真は
　11月16日に行われた「第38回やまびこ
カーニバル」。当日はよさこい鳴子踊りや
阿波踊りなどが披露され、また花火も打ち
上げられて大いに盛り上がりました。

第
3
回
さ
め
う
ら
の
郷
湖
畔

　ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
大
会

吉
野
川
総
合
開
発

　
　
　50
周
年
記
念
式
典

や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

土
佐
町
と
立
教
大
学
ス
ポ
ー
ツ

ウ
エ
ル
ネ
ス
学
部
と
の
相
互
協

力
連
携
に
関
す
る
包
括
的
協
定

第
46
回
土
佐
町

　
　
　
　
　産
業
文
化
祭

①
県
は
こ
の
構
想
に
よ
り
、

県
内
15
の
消
防
署
を
６
方

面
体
制
に
集
約
し
県
一
化

す
る
と
し
て
い
る
。
通
信

指
令
設
備
・
総
務
部
門
の

集
約
な
ど
新
た
な
財
源
を

伴
う
が
そ
の
負
担
額
は
。

②
消
防
職
員
の
給
与
水
準
の

統
一
や
三
交
代
制
導
入
の

た
め
財
源
増
加
と
な
る
。

そ
の
真
意
は
。

③
各
消
防
の
職
員
採
用
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
事
情
に

精
通
し
、
な
お
か
つ
人
口

減
少
対
策
の
観
点
か
ら
も

「
地
域
採
用
枠
」
を
確
保

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

は
。

　

 

町
長

①
あ
く
ま
で
も
15
年
間
の
平

均
で
あ
る
が
、
年
間
４
２

７
６
万
６
０
０
０
円
の
負

担
増
と
な
る
。

②
三
交
代
に
す
る
に
は
新
た

に
１
０
４
人
の
増
員
で
７

億
８
０
０
０
万
円
の
財
源

が
必
要
と
な
る
。

　
　
出
動
回
数
の
多
い
地
域

で
は
三
交
代
で
や
ら
な
い

と
職
員
の
負
担
が
大
き
い

が
、
嶺
北
地
域
で
は
二
交

代
で
も
よ
い
の
で
は
。

③
地
域
の
実
情
を
知
っ
て
い

る
人
材
を
確
保
す
る
と
い

う
点
に
お
い
て
、地
域
採
用

枠
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
。

①
物
価
高
騰
対
策
特
別
支
援

交
付
金
を
原
資
に
「
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
発
行

を
。

②
水
道
代
な
ど
の
基
本
料
月

額
分
の
当
面
の
間
の
免
除

を
。

 

町
長
　

①
町
で
は
早
期
執
行
が
可
能

で
あ
り
、
全
て
の
町
民
に

効
果
が
行
き
渡
る
と
い
う

判
断
か
ら
、
世
帯
ご
と
に

町
の
方
か
ら
送
付
す
る
形

で
地
域
商
品
券

の
配
布
を
し
た

い
。

②
町
内
全
て
の
水

道
が
町
営
で
は

な
く
、
地
域
で

水
道
事
業
を
運

営
し
て
い
る
場

合
や
、
水
道
を

利
用
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
も
一

定
数
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
全

町
民
に
平
等
な

物
価
高
騰
対
策

に
は
な
ら
な

い
。

和
田
　賢
二 

議
員

問

答

「県一消防」構想の
　　　　課題と対応は
「県一消防」構想の
　　　　課題と対応は
来年度任意の協議会で
引き続き議論する
来年度任意の協議会で
引き続き議論する

問

答

物価高騰対策を問う物価高騰対策を問う

地域商品券の
配布を計画している
地域商品券の
配布を計画している

土佐町くらし応援商品券
（２月上旬に発送）

消防本部・嶺北消防署（嶺北広域行政事務組合ホームページより）



45

第142号　令和８年２月18日第142号　令和８年２月18日 議会だより町土佐議会だより町土佐

①
教
員
に
付
与
で
き
な
か
っ

た
休
憩
時
間
の
回
復
措
置
と

し
て
、
冬
季
休
業
中
の
閉
庁

期
間
を
延
長
で
き
な
い
か
。

②
も
し
で
き
な
い
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
取
得
で
き
な
か
っ

た
休
憩
時
間
の
回
復
措
置
を

ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
か
。

　

 

吉
村
教
育
長

①
否
定
し
な
い
が
、
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
、

冬
休
み
に
閉
庁
期
間
を
設
け

る
場
合
に
は
子
ど
も
教
室
も

閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
、
調

整
が
必
要
。
３
学
期
は
業
務

が
多
く
閉
庁
期
間
に
し
て
も

休
暇
が
確
保
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
事

実
上
の
年
休
の
強
制
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
教
職
員
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

②
制
度
上
の
構
造
的
な
問
題

で
あ
り
、
現
場
に
人
が
増
え

な
け
れ
ば
困
難
。
休
憩
時
間

を
付
与
し
て
い
る
が
現
実
と

し
て
取
れ
て
い
な
い
。
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
や
緩
や
か

な
学
期
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
地

教
委
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

た
い
。 

　

①
過
去
５
年
間
の
教
育
委
員

会
定
例
会
の
実
施
回
数
の
推

移
は
。

②
昨
年
12
月
議
会
で
土
佐
町

小
中
学
校
に
お
け
る
労
基
法

違
反
が
発
覚
し
、
そ
れ
が
国

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
土
佐
町
で

は
そ
の
月
の
教
育
委
員
会
さ

え
開
か
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。 

 

吉
村
教
育
長

①
２
０
２
０
年
度
10
回
、
21

年
度
11
回
、
22
年
度
８
回
、

23
年
度
７
回
、24
年
度
８
回
、

25
年
度
は
今
年
11
月
末
時
点

で
４
回
。
教
育
長
が
必
要
と

認
め
た
時
、
ま
た
は
委
員
２

人
以
上
か
ら
開
会
の
請
求
が

あ
っ
た
時
に
招
集
さ
れ
る
。

②
最
近
は
、
議
会
に
お
け
る

教
育
関
係
の
質
問
と
私
の
答

弁
は
要
約
し
、
説
明
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
た
だ
ち
に

教
育
委
員
会
を
招
集
す
る
か

否
か
は
私
の
判
断
。
議
会
だ

よ
り
が
出
て
お
り
、
議
会
で

の
や
り
と
り
に
関
し
て
委
員

か
ら
質
問
が
出
れ
ば
次
の
定

例
会
で
議
論
す
る
。

　

 

町
長

　
町
内
訪
問
介
護
事
業
所
は

土
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

み
。
社
協
と
協
議
し
つ
つ
、

迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て

き
た
。

問

答

小中学校における
労働基準法違反
小中学校における
労働基準法違反
すぐには難しい　現場の意見
も聞いて慎重に検討したい
すぐには難しい　現場の意見
も聞いて慎重に検討したい

問

答

子どもがスポーツや文化活動に親しむ機会を、
すべての子どもたちの権利として保障できているのか
子どもがスポーツや文化活動に親しむ機会を、
すべての子どもたちの権利として保障できているのか

近隣自治体と調整し、可能な限り支援したい近隣自治体と調整し、可能な限り支援したい

問

答

教育委員会定例会
の実施状況は
教育委員会定例会
の実施状況は

招集は教育長の判断招集は教育長の判断

問

答

国の訪問介護報酬の
引き下げによる影響は
国の訪問介護報酬の
引き下げによる影響は

町としては対応済み町としては対応済み

　
ヒ
グ
マ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
、

特
に
人
的
被
害
が
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

生
態
は
違
っ
て
い
る
が
、
ク

マ
は
四
国
で
は
保
護
獣
と

な
っ
て
お
り
捕
獲
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
は
街

中
に
出
没
す
る
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
る
。
街
中
に
出
て

き
た
イ
ノ
シ
シ
が
パ
ニ
ッ
ク

状
態
と
な
り
人
間
を
襲
う
こ

と
は
あ
り
う
る
。

　
銃
の
使
用
に
関
す
る
法
律

が
９
月
に
改
正
さ
れ
、
警
察

官
の
指
示
の
ほ
か
自
治
体
の

権
限
で
発
砲
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
（
緊
急
銃
猟
対
策
）。

緊
急
時
に
備
え
体
制
を
整
え

て
お
く
べ
き
で
は
。

　

 

町
長

　
県
鳥
獣
対
策
課
と
の
連
携

や
猟
友
会
と
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
、
町
民
に
対

す
る
新
た
な
制
度
の
周
知
や

啓
発
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。 

　

　
土
佐
町
型
有
機
農
業
の
振

興
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

有
機
米
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
推
進
し
、
減
農
薬
や
有

機
肥
料
を
活
用
し
た
栽
培
方

法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
、
ス

ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
販
売
戦

略
を
構
築
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
と
し
て
の
活
用
や
、

町
全
体
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

 

町
長

　
環
境
に
配
慮
し
た
肥
料
を

用
い
た
栽
培
方
法
を
、
例
え

ば
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
米
」
と
し
て

付
加
価
値
を
つ
け
る
な
ど
の

商
品
展
開
、「
見
え
る
化
シ
ー

ル
」
の
導
入
の
取
り
組
み
な

ど
を
検
討
。
専
門
機
関
と
連

携
し
た
支
援
体
制
を
構
築

し
、
町
全
体
で
広
げ
る
た
め

に
ま
ず
は
成
功
例
を
作
り
、

地
域
に
お
い
て
共
有
し
段
階

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　　
森
林
公
園
に
お
け
る
湖
畔

荘
が
老
朽
化
し
放
置
さ
れ
て

い
る
。
当
面
の
措
置
と
し
て

草
刈
り
や
清
掃
な
ど
最
低
限

の
整
備
を
行
う
よ
う
求
め

る
。

 

町
長

　
湖
畔
荘
の
改
修
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
収

益
性
の
低
い
こ
と
な
ど
か
ら

取
り
壊
し
の
方
向
で
検
討
す

る
。
補
助
金
の
投
入
履
歴
な

ど
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も

に
、
建
物
周
辺
の
整
備
を
優

先
的
に
行
い
現
状
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
す
る
。

環境省のパンフレットより

問

答

緊急銃猟対策の
必要性と現状
緊急銃猟対策の
必要性と現状

関係機関と連携関係機関と連携

問

答

有機米の生産と地域
ブランド化の可能性は
有機米の生産と地域
ブランド化の可能性は

段階的に進める段階的に進める

問

答

早明浦森林公園湖畔荘
の現状と活用の検討を
早明浦森林公園湖畔荘
の現状と活用の検討を

取り壊しの方向で検討取り壊しの方向で検討

　
こ
れ
ま
で
も
、
保
育
園
建

設
や
、
柚
ノ
木
橋
、
常
盤
橋

の
改
良
工
事
な
ど
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
済
め
ば
本
格
的

な
工
事
に
移
る
と
答
弁
さ
れ

て
き
た
。
当
路
線
は
地
域
の

避
難
道
路
と
し
て
も
重
要
な

道
路
で
も
あ
り
、
防
災
減
災

予
算
も
取
り
入
れ
た
早
期
完

成
を
求
め
る
。

　

 

町
長

　
令
和
８
年
か
ら
９
年
に
か

け
て
大
型
工
事
が
概
ね
終
了

す
る
。
令
和
９
年
度
よ
り
伊

勢
川
線
の
工
事
に
再
び
取
り

組
み
、
10
年
度
以
降
は
起
債

も
活
用
し
、
数
年
で
の
完
成

を
目
指
す
。

問

答

町道伊勢川線の
整備計画は
町道伊勢川線の
整備計画は
数年での
　完成を目指す
数年での
　完成を目指す

鈴
木
　大
裕 

議
員

長
野
　
　保 

議
員

①
地
域
展
開
の
男
子
バ
レ
ー

部
に
も
、
中
学
校
部
活
動
と

同
等
の
支
援
を
。

②
カ
ヌ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
小

学
生
は
た
っ
た
数
人
。
放
課

後
、
カ
ヌ
ー
テ
ラ
ス
ま
で
の

送
迎
が
で
き
る
家
庭
の
子
に

限
ら
れ
る
の
で
は
。
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
カ
ヌ
ー
ア
カ

デ
ミ
ー
に
入
れ
る
た
め
の
支

援
は
。

 

吉
村
教
育
長

①
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
あ

り
、
学
校
部
活

動
と
全
く
同
等

と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い

が
、
近
隣
の
町

村
と
調
整
す
れ

ば
で
き
る
こ
と

も
あ
る
。
公
式

試
合
送
迎
の
た

め
の
町
バ
ス
の

配
車
、
公
式
試
合
の
参
加
料

な
ど
の
公
費
負
担
、
未
使
用

時
の
中
学
校
体
育
館
の
使
用

な
ど
は
、
可
能
な
限
り
支
援

し
た
い
。

②
そ
の
通
り
だ
が
、
カ
ヌ
ー

の
他
に
、本
山
町
や
大
豊
町
、

高
知
市
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
生
徒
ら
も
い
る

こ
と
を
鑑
み
る
と
、
小
学
生

の
送
迎
に
関
し
て
は
各
家
庭

に
お
願
い
し
た
い
。

嶺北排球部
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①
教
員
に
付
与
で
き
な
か
っ

た
休
憩
時
間
の
回
復
措
置
と

し
て
、
冬
季
休
業
中
の
閉
庁

期
間
を
延
長
で
き
な
い
か
。

②
も
し
で
き
な
い
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
取
得
で
き
な
か
っ

た
休
憩
時
間
の
回
復
措
置
を

ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
か
。

　

 

吉
村
教
育
長

①
否
定
し
な
い
が
、
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
、

冬
休
み
に
閉
庁
期
間
を
設
け

る
場
合
に
は
子
ど
も
教
室
も

閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
、
調

整
が
必
要
。
３
学
期
は
業
務

が
多
く
閉
庁
期
間
に
し
て
も

休
暇
が
確
保
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
事

実
上
の
年
休
の
強
制
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
教
職
員
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

②
制
度
上
の
構
造
的
な
問
題

で
あ
り
、
現
場
に
人
が
増
え

な
け
れ
ば
困
難
。
休
憩
時
間

を
付
与
し
て
い
る
が
現
実
と

し
て
取
れ
て
い
な
い
。
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
や
緩
や
か

な
学
期
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
地

教
委
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

た
い
。 

　

①
過
去
５
年
間
の
教
育
委
員

会
定
例
会
の
実
施
回
数
の
推

移
は
。

②
昨
年
12
月
議
会
で
土
佐
町

小
中
学
校
に
お
け
る
労
基
法

違
反
が
発
覚
し
、
そ
れ
が
国

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
土
佐
町
で

は
そ
の
月
の
教
育
委
員
会
さ

え
開
か
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。 

 

吉
村
教
育
長

①
２
０
２
０
年
度
10
回
、
21

年
度
11
回
、
22
年
度
８
回
、

23
年
度
７
回
、24
年
度
８
回
、

25
年
度
は
今
年
11
月
末
時
点

で
４
回
。
教
育
長
が
必
要
と

認
め
た
時
、
ま
た
は
委
員
２

人
以
上
か
ら
開
会
の
請
求
が

あ
っ
た
時
に
招
集
さ
れ
る
。

②
最
近
は
、
議
会
に
お
け
る

教
育
関
係
の
質
問
と
私
の
答

弁
は
要
約
し
、
説
明
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
た
だ
ち
に

教
育
委
員
会
を
招
集
す
る
か

否
か
は
私
の
判
断
。
議
会
だ

よ
り
が
出
て
お
り
、
議
会
で

の
や
り
と
り
に
関
し
て
委
員

か
ら
質
問
が
出
れ
ば
次
の
定

例
会
で
議
論
す
る
。

　

 

町
長

　
町
内
訪
問
介
護
事
業
所
は

土
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

み
。
社
協
と
協
議
し
つ
つ
、

迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て

き
た
。

問

答

小中学校における
労働基準法違反
小中学校における
労働基準法違反
すぐには難しい　現場の意見
も聞いて慎重に検討したい
すぐには難しい　現場の意見
も聞いて慎重に検討したい

問

答

子どもがスポーツや文化活動に親しむ機会を、
すべての子どもたちの権利として保障できているのか
子どもがスポーツや文化活動に親しむ機会を、
すべての子どもたちの権利として保障できているのか

近隣自治体と調整し、可能な限り支援したい近隣自治体と調整し、可能な限り支援したい

問

答

教育委員会定例会
の実施状況は
教育委員会定例会
の実施状況は

招集は教育長の判断招集は教育長の判断

問

答

国の訪問介護報酬の
引き下げによる影響は
国の訪問介護報酬の
引き下げによる影響は

町としては対応済み町としては対応済み

　
ヒ
グ
マ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
、

特
に
人
的
被
害
が
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

生
態
は
違
っ
て
い
る
が
、
ク

マ
は
四
国
で
は
保
護
獣
と

な
っ
て
お
り
捕
獲
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
は
街

中
に
出
没
す
る
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
る
。
街
中
に
出
て

き
た
イ
ノ
シ
シ
が
パ
ニ
ッ
ク

状
態
と
な
り
人
間
を
襲
う
こ

と
は
あ
り
う
る
。

　
銃
の
使
用
に
関
す
る
法
律

が
９
月
に
改
正
さ
れ
、
警
察

官
の
指
示
の
ほ
か
自
治
体
の

権
限
で
発
砲
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
（
緊
急
銃
猟
対
策
）。

緊
急
時
に
備
え
体
制
を
整
え

て
お
く
べ
き
で
は
。

　

 

町
長

　
県
鳥
獣
対
策
課
と
の
連
携

や
猟
友
会
と
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
、
町
民
に
対

す
る
新
た
な
制
度
の
周
知
や

啓
発
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。 

　

　
土
佐
町
型
有
機
農
業
の
振

興
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

有
機
米
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
推
進
し
、
減
農
薬
や
有

機
肥
料
を
活
用
し
た
栽
培
方

法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
、
ス

ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
販
売
戦

略
を
構
築
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
と
し
て
の
活
用
や
、

町
全
体
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

 

町
長

　
環
境
に
配
慮
し
た
肥
料
を

用
い
た
栽
培
方
法
を
、
例
え

ば
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
米
」
と
し
て

付
加
価
値
を
つ
け
る
な
ど
の

商
品
展
開
、「
見
え
る
化
シ
ー

ル
」
の
導
入
の
取
り
組
み
な

ど
を
検
討
。
専
門
機
関
と
連

携
し
た
支
援
体
制
を
構
築

し
、
町
全
体
で
広
げ
る
た
め

に
ま
ず
は
成
功
例
を
作
り
、

地
域
に
お
い
て
共
有
し
段
階

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　　
森
林
公
園
に
お
け
る
湖
畔

荘
が
老
朽
化
し
放
置
さ
れ
て

い
る
。
当
面
の
措
置
と
し
て

草
刈
り
や
清
掃
な
ど
最
低
限

の
整
備
を
行
う
よ
う
求
め

る
。

 

町
長

　
湖
畔
荘
の
改
修
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
収

益
性
の
低
い
こ
と
な
ど
か
ら

取
り
壊
し
の
方
向
で
検
討
す

る
。
補
助
金
の
投
入
履
歴
な

ど
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も

に
、
建
物
周
辺
の
整
備
を
優

先
的
に
行
い
現
状
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
す
る
。

環境省のパンフレットより

問

答

緊急銃猟対策の
必要性と現状
緊急銃猟対策の
必要性と現状

関係機関と連携関係機関と連携

問

答

有機米の生産と地域
ブランド化の可能性は
有機米の生産と地域
ブランド化の可能性は

段階的に進める段階的に進める

問

答

早明浦森林公園湖畔荘
の現状と活用の検討を
早明浦森林公園湖畔荘
の現状と活用の検討を

取り壊しの方向で検討取り壊しの方向で検討

　
こ
れ
ま
で
も
、
保
育
園
建

設
や
、
柚
ノ
木
橋
、
常
盤
橋

の
改
良
工
事
な
ど
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
済
め
ば
本
格
的

な
工
事
に
移
る
と
答
弁
さ
れ

て
き
た
。
当
路
線
は
地
域
の

避
難
道
路
と
し
て
も
重
要
な

道
路
で
も
あ
り
、
防
災
減
災

予
算
も
取
り
入
れ
た
早
期
完

成
を
求
め
る
。

　

 

町
長

　
令
和
８
年
か
ら
９
年
に
か

け
て
大
型
工
事
が
概
ね
終
了

す
る
。
令
和
９
年
度
よ
り
伊

勢
川
線
の
工
事
に
再
び
取
り

組
み
、
10
年
度
以
降
は
起
債

も
活
用
し
、
数
年
で
の
完
成

を
目
指
す
。

問

答

町道伊勢川線の
整備計画は
町道伊勢川線の
整備計画は
数年での
　完成を目指す
数年での
　完成を目指す

鈴
木
　大
裕 

議
員

長
野
　
　保 

議
員

①
地
域
展
開
の
男
子
バ
レ
ー

部
に
も
、
中
学
校
部
活
動
と

同
等
の
支
援
を
。

②
カ
ヌ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
小

学
生
は
た
っ
た
数
人
。
放
課

後
、
カ
ヌ
ー
テ
ラ
ス
ま
で
の

送
迎
が
で
き
る
家
庭
の
子
に

限
ら
れ
る
の
で
は
。
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
カ
ヌ
ー
ア
カ

デ
ミ
ー
に
入
れ
る
た
め
の
支

援
は
。

 

吉
村
教
育
長

①
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
あ

り
、
学
校
部
活

動
と
全
く
同
等

と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い

が
、
近
隣
の
町

村
と
調
整
す
れ

ば
で
き
る
こ
と

も
あ
る
。
公
式

試
合
送
迎
の
た

め
の
町
バ
ス
の

配
車
、
公
式
試
合
の
参
加
料

な
ど
の
公
費
負
担
、
未
使
用

時
の
中
学
校
体
育
館
の
使
用

な
ど
は
、
可
能
な
限
り
支
援

し
た
い
。

②
そ
の
通
り
だ
が
、
カ
ヌ
ー

の
他
に
、本
山
町
や
大
豊
町
、

高
知
市
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
生
徒
ら
も
い
る

こ
と
を
鑑
み
る
と
、
小
学
生

の
送
迎
に
関
し
て
は
各
家
庭

に
お
願
い
し
た
い
。

嶺北排球部
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　「
小
型
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱

利
用
に
よ
る
温
泉
施
設
事

業
」
は
地
域
資
源
の
複
合
的

な
活
用
モ
デ
ル
と
し
て
高
い

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
土

佐
さ
め
う
ら
観
光
協
会
に
お

い
て
は
、
温
泉
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

は
。

 

町
長

　
温
泉
施
設
を
新
た
に
作
る

の
で
あ
れ
ば
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
も
選

択
肢
の
一
つ
に
な
る
。
温
泉

構
想
に
つ
い
て
、
土
佐
さ
め

う
ら
観
光
協
会
か
ら
町
に
対

し
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
実
際
の
温
泉
を
掘
る

前
の
調
査
費
用
に
つ
い
て
、

補
助
の
要
望
は
現
在
検
討

中
。
町
内
に
新
た
な
温
泉
施

設
が
で
き
れ
ば
町
民
の
方
も

利
用
さ
れ
る
し
、
新
た
な
町

の
魅
力
と
な
っ
て
、
交
流
人

口
も
増
え
経
済
効
果
も
生
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
温
泉

を
掘
る
費
用
や
施
設
の
建
築

費
用
、
施
設
完
成
後
の
維
持

管
理
費
用
な
ど
、
多
額
の
費

用
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
今

後
の
町
の
財
政
状
況
を
考
え

る
と
町
が
主
体
と
な
っ
て
開

発
を
行
う
の
は
厳
し
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

　
地
方
公
務
員
法
第
38
条
で

は
営
利
企
業
へ
の
従
事
な
ど

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
任

命
権
者
の
許
可
が
あ
れ
ば
可

能
で
あ
る
。
職
員
が
休
日
な

ど
を
利
用
し
て
農
業
な
ど
副

業
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
人

手
不
足
解
消
の
み
な
ら
ず
、

職
員
自
身
の
地
域
課
題
へ
の

理
解
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
町
長
の
見
解
は
。

 

町
長

　
現
在
町
で
は
兼
業
基
準
と

し
て
作
成
は
し
て
い
な
い

が
、
公
務
員
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
と
お
り
、
職
員
か
ら

申
請
が
あ
り
、
そ
の
内
容
を

協
議
し
問
題
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
兼
業
可
能
と
な

る
。
業
務
遂
行
上
能
率
の
低

下
を
き
た
す
お
そ
れ
が
な
い

こ
と
、
相
反
す
る
利
害
関
係

を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
く
、

か
つ
そ
の
職
務
の
公
平
性
を

妨
げ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
、
職
員
の
職
務
の
品
位
を

損
ね
る
お
そ
れ
の
な
い
こ
と

な
ど
職
員
が
自
立
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
や
自
己
実
現
な
ど

を
目
的
と
し
て
申
請
が
あ

り
、
条
件
が
整
っ
て
い
れ
ば

許
可
は
可
能
。

氏
次
真
貴
夫 

議
員

問

答

森林資源を活用した小型バイオマス発電の
熱利用による温泉施設事業の可能性は
森林資源を活用した小型バイオマス発電の
熱利用による温泉施設事業の可能性は
まちが主体となって
  　　　　　温泉開発を行うことは厳しい
まちが主体となって
  　　　　　温泉開発を行うことは厳しい

問

答

一次産業の担い手不足解消と地域活性化に向け、
役場職員の副業許可基準を
一次産業の担い手不足解消と地域活性化に向け、
役場職員の副業許可基準を
職員が自立的なキャリア形成や自己実現などを目的
として申請があり条件が整っていれば許可は可能
職員が自立的なキャリア形成や自己実現などを目的
として申請があり条件が整っていれば許可は可能

渋川バイオマス研究所　プロジェクト概要

①
町
道
や
生
活
道
路
の
草
刈

り
や
側
溝
清
掃
、
倒
木
処
理

な
ど
の
維
持
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。
町
道
に
認
定

さ
れ
て
い
な
い
生
活
道
路
に

つ
い
て
も
、
最
低
限
の
維
持

管
理
を
行
う
仕
組
み
は
で
き

な
い
か
。

②
町
道
準
認
定
制
度
の
導
入

や
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

は
。

③
道
路
維
持
を
担
う
小
規
模

作
業
チ
ー
ム
導
入
の
検
討
は
。

 

町
長

①
山
間
地
域
で
の
維
持
管
理

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
の

声
は
把
握
し
て
い
る
。
地
域

に
よ
る
管
理
を
基
本
と
し
つ

つ
、
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に

は
庁
内
で
検
討
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

や
重
機
借
上
げ
支
援
な
ど
、

現
行
制
度
の
中
で
対
応
。
地

区
長
を
通
し
て
相
談
し
て
ほ

し
い
。

②
町
道
準
認
定
制
度
の
導
入

は
、
認
定
基
準
や
公
平
性
、

財
政
面
の
課
題
が
多
く
、
現

時
点
で
は
困
難
。
森
林
環
境

譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
森
林

整
備
や
将
来
の
木
材
搬
出
に

資
す
る
場
合
に
は
充
当
の
余

地
が
あ
る
が
、
生
活
道
路
そ

の
も
の
へ
の
活
用
は
制
度
上

想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

③
現
時
点
で
町
と
し
て
新
た

な
小
規
模
作
業
チ
ー
ム
を
組

織
す
る
考
え
は
な
い
。

　　

 

吉
村
教
育
長

　
主
権
者
教
育
と
し
て
意
義

は
大
き
い
が
、
新
た
な
取
り

組
み
と
な
る
た
め
教
員
負
担

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調
整
が

課
題
。
既
存
の
総
合
的
な
学

習
の
成
果
を
踏
ま
え
、
教
育

的
効
果
を
最
大
化
で
き
る
形

に
つ
い
て
学
校
側
と
慎
重
に

検
討
す
る
。

 

町
長

　
募
集
時
期
に
つ
い
て
は
、

対
象
学
年
や
予
算
執
行
の
関

係
か
ら
３
月
募
集
は
難
し

く
、
４
月
以
降
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
協
議
す
る
。

　　

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス*

の
可
視
化
な
ど
、
意
識

改
革
を
起
点
と
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

 

町
長

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
と

出
生
率
に
は
相
関
が
見
ら
れ

る
が
、
因
果
関
係
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
人
権
教
育
の

取
り
組
み
の
中
で
、
男
女
格

差
を
含
め
た
意
識
の
課
題
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
、
人
口

減
少
対
策
を
総
合
的
に
進
め

て
い
く
。

＊
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス
：
無
意
識
下
で
の
思
い

込
み
や
価
値
観

前
田
　清
美 

議
員

問

答

道路維持管理体制の
再構築を
道路維持管理体制の
再構築を
今後も地域と連携し、
  支援のあり方を検討する
今後も地域と連携し、
  支援のあり方を検討する

問

答

子ども議会の開催の
検討を
子ども議会の開催の
検討を
学校側と慎重に
検討する
学校側と慎重に
検討する

問

答

留学応援事業での費用の支払いや
募集時期の前倒しを検討できないか
留学応援事業での費用の支払いや
募集時期の前倒しを検討できないか

交付決定額の範囲内で一部前払いは可能交付決定額の範囲内で一部前払いは可能

問

答

ジェンダーギャップ指数と出生率の
リンクを解消するための政策を
ジェンダーギャップ指数と出生率の
リンクを解消するための政策を

人権教育の取り組みの中で
議論を深める
人権教育の取り組みの中で
議論を深める

ジェンダーギャップに関するアンケート集計結果
（岐阜県ホームページより）
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　「
小
型
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱

利
用
に
よ
る
温
泉
施
設
事

業
」
は
地
域
資
源
の
複
合
的

な
活
用
モ
デ
ル
と
し
て
高
い

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
土

佐
さ
め
う
ら
観
光
協
会
に
お

い
て
は
、
温
泉
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

は
。

 

町
長

　
温
泉
施
設
を
新
た
に
作
る

の
で
あ
れ
ば
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
も
選

択
肢
の
一
つ
に
な
る
。
温
泉

構
想
に
つ
い
て
、
土
佐
さ
め

う
ら
観
光
協
会
か
ら
町
に
対

し
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
実
際
の
温
泉
を
掘
る

前
の
調
査
費
用
に
つ
い
て
、

補
助
の
要
望
は
現
在
検
討

中
。
町
内
に
新
た
な
温
泉
施

設
が
で
き
れ
ば
町
民
の
方
も

利
用
さ
れ
る
し
、
新
た
な
町

の
魅
力
と
な
っ
て
、
交
流
人

口
も
増
え
経
済
効
果
も
生
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
温
泉

を
掘
る
費
用
や
施
設
の
建
築

費
用
、
施
設
完
成
後
の
維
持

管
理
費
用
な
ど
、
多
額
の
費

用
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
今

後
の
町
の
財
政
状
況
を
考
え

る
と
町
が
主
体
と
な
っ
て
開

発
を
行
う
の
は
厳
し
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

　
地
方
公
務
員
法
第
38
条
で

は
営
利
企
業
へ
の
従
事
な
ど

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
任

命
権
者
の
許
可
が
あ
れ
ば
可

能
で
あ
る
。
職
員
が
休
日
な

ど
を
利
用
し
て
農
業
な
ど
副

業
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
人

手
不
足
解
消
の
み
な
ら
ず
、

職
員
自
身
の
地
域
課
題
へ
の

理
解
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
町
長
の
見
解
は
。

 

町
長

　
現
在
町
で
は
兼
業
基
準
と

し
て
作
成
は
し
て
い
な
い

が
、
公
務
員
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
と
お
り
、
職
員
か
ら

申
請
が
あ
り
、
そ
の
内
容
を

協
議
し
問
題
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
兼
業
可
能
と
な

る
。
業
務
遂
行
上
能
率
の
低

下
を
き
た
す
お
そ
れ
が
な
い

こ
と
、
相
反
す
る
利
害
関
係

を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
く
、

か
つ
そ
の
職
務
の
公
平
性
を

妨
げ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
、
職
員
の
職
務
の
品
位
を

損
ね
る
お
そ
れ
の
な
い
こ
と

な
ど
職
員
が
自
立
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
や
自
己
実
現
な
ど

を
目
的
と
し
て
申
請
が
あ

り
、
条
件
が
整
っ
て
い
れ
ば

許
可
は
可
能
。

氏
次
真
貴
夫 

議
員

問

答

森林資源を活用した小型バイオマス発電の
熱利用による温泉施設事業の可能性は
森林資源を活用した小型バイオマス発電の
熱利用による温泉施設事業の可能性は
まちが主体となって
  　　　　　温泉開発を行うことは厳しい
まちが主体となって
  　　　　　温泉開発を行うことは厳しい

問

答

一次産業の担い手不足解消と地域活性化に向け、
役場職員の副業許可基準を
一次産業の担い手不足解消と地域活性化に向け、
役場職員の副業許可基準を
職員が自立的なキャリア形成や自己実現などを目的
として申請があり条件が整っていれば許可は可能
職員が自立的なキャリア形成や自己実現などを目的
として申請があり条件が整っていれば許可は可能

渋川バイオマス研究所　プロジェクト概要

①
町
道
や
生
活
道
路
の
草
刈

り
や
側
溝
清
掃
、
倒
木
処
理

な
ど
の
維
持
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
。
町
道
に
認
定

さ
れ
て
い
な
い
生
活
道
路
に

つ
い
て
も
、
最
低
限
の
維
持

管
理
を
行
う
仕
組
み
は
で
き

な
い
か
。

②
町
道
準
認
定
制
度
の
導
入

や
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

は
。

③
道
路
維
持
を
担
う
小
規
模

作
業
チ
ー
ム
導
入
の
検
討
は
。

 

町
長

①
山
間
地
域
で
の
維
持
管
理

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
の

声
は
把
握
し
て
い
る
。
地
域

に
よ
る
管
理
を
基
本
と
し
つ

つ
、
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に

は
庁
内
で
検
討
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

や
重
機
借
上
げ
支
援
な
ど
、

現
行
制
度
の
中
で
対
応
。
地

区
長
を
通
し
て
相
談
し
て
ほ

し
い
。

②
町
道
準
認
定
制
度
の
導
入

は
、
認
定
基
準
や
公
平
性
、

財
政
面
の
課
題
が
多
く
、
現

時
点
で
は
困
難
。
森
林
環
境

譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
森
林

整
備
や
将
来
の
木
材
搬
出
に

資
す
る
場
合
に
は
充
当
の
余

地
が
あ
る
が
、
生
活
道
路
そ

の
も
の
へ
の
活
用
は
制
度
上

想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

③
現
時
点
で
町
と
し
て
新
た

な
小
規
模
作
業
チ
ー
ム
を
組

織
す
る
考
え
は
な
い
。

　　

 

吉
村
教
育
長

　
主
権
者
教
育
と
し
て
意
義

は
大
き
い
が
、
新
た
な
取
り

組
み
と
な
る
た
め
教
員
負
担

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調
整
が

課
題
。
既
存
の
総
合
的
な
学

習
の
成
果
を
踏
ま
え
、
教
育

的
効
果
を
最
大
化
で
き
る
形

に
つ
い
て
学
校
側
と
慎
重
に

検
討
す
る
。

 

町
長

　
募
集
時
期
に
つ
い
て
は
、

対
象
学
年
や
予
算
執
行
の
関

係
か
ら
３
月
募
集
は
難
し

く
、
４
月
以
降
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
協
議
す
る
。

　　

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス*

の
可
視
化
な
ど
、
意
識

改
革
を
起
点
と
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

 

町
長

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
と

出
生
率
に
は
相
関
が
見
ら
れ

る
が
、
因
果
関
係
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
人
権
教
育
の

取
り
組
み
の
中
で
、
男
女
格

差
を
含
め
た
意
識
の
課
題
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
、
人
口

減
少
対
策
を
総
合
的
に
進
め

て
い
く
。

＊
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス
：
無
意
識
下
で
の
思
い

込
み
や
価
値
観

前
田
　清
美 

議
員

問

答

道路維持管理体制の
再構築を
道路維持管理体制の
再構築を
今後も地域と連携し、
  支援のあり方を検討する
今後も地域と連携し、
  支援のあり方を検討する

問

答

子ども議会の開催の
検討を
子ども議会の開催の
検討を
学校側と慎重に
検討する
学校側と慎重に
検討する

問

答

留学応援事業での費用の支払いや
募集時期の前倒しを検討できないか
留学応援事業での費用の支払いや
募集時期の前倒しを検討できないか

交付決定額の範囲内で一部前払いは可能交付決定額の範囲内で一部前払いは可能

問

答

ジェンダーギャップ指数と出生率の
リンクを解消するための政策を
ジェンダーギャップ指数と出生率の
リンクを解消するための政策を

人権教育の取り組みの中で
議論を深める
人権教育の取り組みの中で
議論を深める

ジェンダーギャップに関するアンケート集計結果
（岐阜県ホームページより）
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　区
画
が
細
分
化
さ
れ
た
農

地
に
つ
い
て
、
再
度
の
基
盤

整
備
や
区
画
整
理
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
と
し
て
、
外
国
人
労

働
者
や
就
労
機
会
を
得
に
く

い
人
材
の
活
用
に
対
す
る
支

援
は
で
き
な
い
か
。

 

町
長

　
町
単
独
で
の
大
規
模
な
ほ

場
整
備
は
財
政
的
に
困
難
で

あ
り
、
国
事
業
の
活
用
が
前

提
と
な
る
。
外
国
人
労
働
者

や
多
様
な
人
材
の
雇
用
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
町
独
自

の
支
援
制
度
は
設
け
て
お
ら

ず
、
支
援
を
行
う
場
合
は
法

人
化
や
研
修
体
制
の
整
備
が

必
要
と
な
る
。

　

　
農
家
の
収
益
確
保
の
た

め
、
町
が
関
与
し
た
独
自
の

販
売
や
流
通
の
仕
組
み
を
検

討
で
き
な
い
か
。
特
に
米
に

つ
い
て
、
生
産
者
と
消
費
者

を
直
接
結
ぶ
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

 

町
長

　
現
在
は
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
し

た
集
荷
・
販
売
体
制
が
確
立

さ
れ
て
お
り
、
町
が
独
自
に

販
売
ル
ー
ト
を
構
築
す
る
こ

と
は
、
事
務
負
担
や
専
門
性

の
面
か
ら
困
難
で
あ
る
。

　
農
家
が
廃
業
す
る
主
な
要

因
は
高
齢
化
と
収
益
性
の
低

さ
で
あ
る
。
資
材
費
の
高
騰

や
流
通
構
造
の
問
題
を
踏
ま

え
、
農
業
を
持
続
可
能
に
す

る
方
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

 

町
長

　
農
家
人
口
の
急
減
は
全
国

的
な
課
題
で
あ
り
、
本
町
で

も
深
刻
に
受
け
止
め
て
い

る
。
町
で
は
農
業
分
野
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

し
、
担
い
手
育
成
を
進
め
て

い
く
。
米
価
や
流
通
に
つ
い

て
は
町
単
独
で
の
関
与
は
難

し
い
が
、
国
の
施
策
や
交
付

金
を
活
用
し
、
生
産
者
と
消

費
者
双
方
の
負
担
軽
減
に
努

め
て
い
く
。

式
地
営
志
朗 

議
員

問

答

農業の将来に向けた
　　　　　　　　基盤整備・担い手確保は
農業の将来に向けた
　　　　　　　　基盤整備・担い手確保は
基盤整備については、国の農地耕作条件改善事業など
を活用し、担い手や地域からの要望があれば検討する
基盤整備については、国の農地耕作条件改善事業など
を活用し、担い手や地域からの要望があれば検討する

問

答

農産物の独自流通・販売の可能性は農産物の独自流通・販売の可能性は

ふるさと納税など、付加価値をつけた形での
活用は、今後も検討していく
ふるさと納税など、付加価値をつけた形での
活用は、今後も検討していく

問

答

農家廃業の増加と
　　　　　　　米価・流通の課題は
農家廃業の増加と
　　　　　　　米価・流通の課題は
農業分野の地域おこし協力隊を
　採用し、担い手育成を進めていく
農業分野の地域おこし協力隊を
　採用し、担い手育成を進めていく

農地を再整備する必要性がでてきたのでは

　住
民
参
加
に
よ
る
簡
素
で

実
行
可
能
な
事
前
復
興
の
仕

組
み
を
平
時
か
ら
整
え
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
性
を
問
う
。

 

町
長

　
ま
ず
住
民
一
人
ひ

と
り
が
命
を
守
る
自

助
の
徹
底
が
重
要
。

そ
の
上
で
、
自
主
防

災
組
織
を
核
と
し
た

共
助
体
制
の
強
化
に

向
け
、
地
域
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
受
け
な
が
ら
組
織

再
編
や
地
区
防
災
計

画
の
策
定
を
進
め
、

初
動
対
応
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
関
係
団
体
と
の

役
割
分
担
の
明
確
化
や
連
携

訓
練
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計

画
）
整
備
、
応
援
職
員
受
け

入
れ
体
制
の
確
認
に
よ
り
職

員
負
担
の
軽
減
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
県
と
連
携
し
た
事

前
復
興
計
画
の
検
討
や
、
上

下
水
道
の
耐
震
化
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
な
ど
、

復
興
を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ

対
策
を
段
階
的
に
進
め
る
。

　

　雇
用
、
住
宅
、
子
育
て
支

援
、
人
権
教
育
を
一
体
的
に

進
め
、
若
者
が
安
心
し
て
人

生
設
計
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
必
要
性
を
問
う
。

 

町
長

　
少
子
化
は
、
雇
用
や
所
得

の
不
安
、
固
定
的
な
性
別
役

割
意
識
、
若
年
女
性
の
都
市

部
流
出
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
が
重
な
り
合
う
構
造
的
課

題
で
あ
る
。
地
域
で
働
く
場

の
確
保
に
加
え
、
人
権
や
尊

厳
が
守
ら
れ
る
風
土
づ
く
り

が
重
要
。

　
役
場
が
率
先
し
て
女
性
管

理
職
の
登
用
や
男
性
の
育
児

休
暇
取
得
促
進
、
職
員
研
修

や
働
き
方
改
革
に
取
り
組

み
、
企
業
や
地
域
と
連
携
し

て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
と
意

識
改
革
を
進
め
る
。
ま
た
、

人
権
教
育
や
対
話
を
通
じ
た

「
気
づ
き
」
を
重
ね
、
誰
も

が
安
心
し
て
人
生
設
計
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

す
。

　主
体
的
な
課
題
解
決
力
を

育
む
教
育
と
し
て
、
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
発
達
段
階
に

応
じ
た
体
系
化
が
必
要
で
あ

り
、
自
治
体
主
導
に
よ
る
戦

略
的
な
推
進
体
制
を
問
う
。

　

 

町
長

　
発
達
段
階
に
応
じ
た
地
域

学
習
は
、
地
域
と
関
わ
り
学

ぶ
こ
と
で
郷
土
愛
を
育
み
、

将
来
地
域
を
担
う
人
材
の
定

着
に
つ
な
が
る
。
地
域
に

残
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

教
育
を
段
階
的
に
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

 

吉
村
教
育
長

　
令
和
６
年
度
に
小
中
９
年

間
を
見
通
し
た
総
合
的
な
学

習
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定

し
、
段
階
的
な
地
域
学
習
を

実
施
。
低
学
年
で
は
自
然
や

地
域
と
の
関
わ
り
を
重
視

し
、
中
学
年
以
降
は
町
の
魅

力
や
課
題
を
学
び
、
中
学
で

は
防
災
や
ま
ち
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
探
究
学
習
を
行

い
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
将

来
の
土
佐
町
を
提
言
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
協
力

に
よ
り
、郷
土
愛
や
主
体
性
、

協
働
性
の
育
成
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

澤
田
　智
則 

議
員

問

答

小規模自治体に
求められる災害対応力は
小規模自治体に
求められる災害対応力は
自助・共助・公助の連携による災害
対応力と事前復興の強化を進める
自助・共助・公助の連携による災害
対応力と事前復興の強化を進める

問

答

地域の持続可能性を
支える地域学習の推進を
地域の持続可能性を
支える地域学習の推進を
郷土愛を育み
人材育成をさらに進める
郷土愛を育み
人材育成をさらに進める

問

答

構造的課題としての
　　　　　　　少子化への対応は
構造的課題としての
　　　　　　　少子化への対応は
ジェンダー平等と人権を基盤とした
少子化対策に取り組む
ジェンダー平等と人権を基盤とした
少子化対策に取り組む

訓練で組み立てた災害トイレ土佐町小中学校に設置された災害用トイレタンク
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　区
画
が
細
分
化
さ
れ
た
農

地
に
つ
い
て
、
再
度
の
基
盤

整
備
や
区
画
整
理
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
と
し
て
、
外
国
人
労

働
者
や
就
労
機
会
を
得
に
く

い
人
材
の
活
用
に
対
す
る
支

援
は
で
き
な
い
か
。

 

町
長

　
町
単
独
で
の
大
規
模
な
ほ

場
整
備
は
財
政
的
に
困
難
で

あ
り
、
国
事
業
の
活
用
が
前

提
と
な
る
。
外
国
人
労
働
者

や
多
様
な
人
材
の
雇
用
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
町
独
自

の
支
援
制
度
は
設
け
て
お
ら

ず
、
支
援
を
行
う
場
合
は
法

人
化
や
研
修
体
制
の
整
備
が

必
要
と
な
る
。

　

　
農
家
の
収
益
確
保
の
た

め
、
町
が
関
与
し
た
独
自
の

販
売
や
流
通
の
仕
組
み
を
検

討
で
き
な
い
か
。
特
に
米
に

つ
い
て
、
生
産
者
と
消
費
者

を
直
接
結
ぶ
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

 

町
長

　
現
在
は
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
し

た
集
荷
・
販
売
体
制
が
確
立

さ
れ
て
お
り
、
町
が
独
自
に

販
売
ル
ー
ト
を
構
築
す
る
こ

と
は
、
事
務
負
担
や
専
門
性

の
面
か
ら
困
難
で
あ
る
。

　
農
家
が
廃
業
す
る
主
な
要

因
は
高
齢
化
と
収
益
性
の
低

さ
で
あ
る
。
資
材
費
の
高
騰

や
流
通
構
造
の
問
題
を
踏
ま

え
、
農
業
を
持
続
可
能
に
す

る
方
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

 

町
長

　
農
家
人
口
の
急
減
は
全
国

的
な
課
題
で
あ
り
、
本
町
で

も
深
刻
に
受
け
止
め
て
い

る
。
町
で
は
農
業
分
野
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

し
、
担
い
手
育
成
を
進
め
て

い
く
。
米
価
や
流
通
に
つ
い

て
は
町
単
独
で
の
関
与
は
難

し
い
が
、
国
の
施
策
や
交
付

金
を
活
用
し
、
生
産
者
と
消

費
者
双
方
の
負
担
軽
減
に
努

め
て
い
く
。

式
地
営
志
朗 

議
員

問

答

農業の将来に向けた
　　　　　　　　基盤整備・担い手確保は
農業の将来に向けた
　　　　　　　　基盤整備・担い手確保は
基盤整備については、国の農地耕作条件改善事業など
を活用し、担い手や地域からの要望があれば検討する
基盤整備については、国の農地耕作条件改善事業など
を活用し、担い手や地域からの要望があれば検討する

問

答

農産物の独自流通・販売の可能性は農産物の独自流通・販売の可能性は

ふるさと納税など、付加価値をつけた形での
活用は、今後も検討していく
ふるさと納税など、付加価値をつけた形での
活用は、今後も検討していく

問

答

農家廃業の増加と
　　　　　　　米価・流通の課題は
農家廃業の増加と
　　　　　　　米価・流通の課題は
農業分野の地域おこし協力隊を
　採用し、担い手育成を進めていく
農業分野の地域おこし協力隊を
　採用し、担い手育成を進めていく

農地を再整備する必要性がでてきたのでは

　住
民
参
加
に
よ
る
簡
素
で

実
行
可
能
な
事
前
復
興
の
仕

組
み
を
平
時
か
ら
整
え
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
性
を
問
う
。

 

町
長

　
ま
ず
住
民
一
人
ひ

と
り
が
命
を
守
る
自

助
の
徹
底
が
重
要
。

そ
の
上
で
、
自
主
防

災
組
織
を
核
と
し
た

共
助
体
制
の
強
化
に

向
け
、
地
域
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
受
け
な
が
ら
組
織

再
編
や
地
区
防
災
計

画
の
策
定
を
進
め
、

初
動
対
応
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
関
係
団
体
と
の

役
割
分
担
の
明
確
化
や
連
携

訓
練
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計

画
）
整
備
、
応
援
職
員
受
け

入
れ
体
制
の
確
認
に
よ
り
職

員
負
担
の
軽
減
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
県
と
連
携
し
た
事

前
復
興
計
画
の
検
討
や
、
上

下
水
道
の
耐
震
化
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
な
ど
、

復
興
を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ

対
策
を
段
階
的
に
進
め
る
。

　

　雇
用
、
住
宅
、
子
育
て
支

援
、
人
権
教
育
を
一
体
的
に

進
め
、
若
者
が
安
心
し
て
人

生
設
計
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
必
要
性
を
問
う
。

 
町
長

　
少
子
化
は
、
雇
用
や
所
得

の
不
安
、
固
定
的
な
性
別
役

割
意
識
、
若
年
女
性
の
都
市

部
流
出
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
が
重
な
り
合
う
構
造
的
課

題
で
あ
る
。
地
域
で
働
く
場

の
確
保
に
加
え
、
人
権
や
尊

厳
が
守
ら
れ
る
風
土
づ
く
り

が
重
要
。

　
役
場
が
率
先
し
て
女
性
管

理
職
の
登
用
や
男
性
の
育
児

休
暇
取
得
促
進
、
職
員
研
修

や
働
き
方
改
革
に
取
り
組

み
、
企
業
や
地
域
と
連
携
し

て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
と
意

識
改
革
を
進
め
る
。
ま
た
、

人
権
教
育
や
対
話
を
通
じ
た

「
気
づ
き
」
を
重
ね
、
誰
も

が
安
心
し
て
人
生
設
計
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

す
。

　主
体
的
な
課
題
解
決
力
を

育
む
教
育
と
し
て
、
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
発
達
段
階
に

応
じ
た
体
系
化
が
必
要
で
あ

り
、
自
治
体
主
導
に
よ
る
戦

略
的
な
推
進
体
制
を
問
う
。

　

 

町
長

　
発
達
段
階
に
応
じ
た
地
域

学
習
は
、
地
域
と
関
わ
り
学

ぶ
こ
と
で
郷
土
愛
を
育
み
、

将
来
地
域
を
担
う
人
材
の
定

着
に
つ
な
が
る
。
地
域
に

残
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

教
育
を
段
階
的
に
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

 

吉
村
教
育
長

　
令
和
６
年
度
に
小
中
９
年

間
を
見
通
し
た
総
合
的
な
学

習
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定

し
、
段
階
的
な
地
域
学
習
を

実
施
。
低
学
年
で
は
自
然
や

地
域
と
の
関
わ
り
を
重
視

し
、
中
学
年
以
降
は
町
の
魅

力
や
課
題
を
学
び
、
中
学
で

は
防
災
や
ま
ち
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
探
究
学
習
を
行

い
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
将

来
の
土
佐
町
を
提
言
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
協
力

に
よ
り
、郷
土
愛
や
主
体
性
、

協
働
性
の
育
成
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

澤
田
　智
則 

議
員

問

答

小規模自治体に
求められる災害対応力は
小規模自治体に
求められる災害対応力は
自助・共助・公助の連携による災害
対応力と事前復興の強化を進める
自助・共助・公助の連携による災害
対応力と事前復興の強化を進める

問

答

地域の持続可能性を
支える地域学習の推進を
地域の持続可能性を
支える地域学習の推進を
郷土愛を育み
人材育成をさらに進める
郷土愛を育み
人材育成をさらに進める

問

答

構造的課題としての
　　　　　　　少子化への対応は
構造的課題としての
　　　　　　　少子化への対応は
ジェンダー平等と人権を基盤とした
少子化対策に取り組む
ジェンダー平等と人権を基盤とした
少子化対策に取り組む

訓練で組み立てた災害トイレ土佐町小中学校に設置された災害用トイレタンク
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令
和
７
年
度
土
佐
町
一
般
会
計

予
算
補
正

◎
諸
収
入

●
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
返
還

金
　
　
２
２
４
万
５
０
０
０
円

式
地
営
志
朗
議
員

　
返
還
金
の
説
明
を
。

秋
澤
農
畜
林
振
興
課
長

　
転
用
な
ど
で
対
象
農
地
が
減
る

場
合
や
、
５
年
目
の
最
終
年
度
ま

で
に
使
い
き
れ
な
か
っ
た
交
付
額

に
つ
い
て
翌
年
度
に
返
還
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
２

つ
の
組
織
が
不
要
額
を
返
還
。

　◎
総
務
費

●
地
域
特
産
物
地
産
外
商
推
進
対

策
事
業
補
助
金
　
１
０
０
万
円

長
野
保
議
員

①
事
業
の
説
明
を
。

②
さ
め
う
ら
荘
を
支
援
し
て
い
く

企
画
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

筒
井
企
画
推
進
課
長

①
土
佐
町
合
併
70
周
年
と
、
さ
め

う
ら
荘
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
７
周
年

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
。
特
別
宿
泊

料
金
の
設
定
、
あ
か
牛
の
半
額

プ
ラ
ン
を
実
施
。
さ
め
う
ら
荘

の
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
、
改

善
策
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
。

②
具
体
的
な
中
身
は
現
場
と
も
協

議
を
し
て
い
く
。
経
営
が
立
て

直
せ
る
よ
う
町
と
し
て
も
で
き

る
こ
と
を
や
り
、
土
佐
さ
め
う

ら
企
業
組
合
に
も
努
力
を
し
て

い
た
だ
く
。

　◎
土
木
費

●
住
宅
管
理
費
修
繕
料
　
60
万
円

鈴
木
大
裕
議
員

①
町
営
住
宅
の
修
繕
料
か
。
　
　

②
修
繕
料
の
予
算
が
少
な
く
な
い

か
。

③
人
気
の
高
い
住
宅
に
優
先
順
位

が
置
か
れ
て
修
繕
が
さ
れ
て
い

る
の
か
。

川
田
住
民
課
長

①
町
営
住
宅
の
修
繕
料
。

②
予
算
の
都
合
で
直
せ
て
な
い
住

宅
も
あ
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
も
の
を
直
し
て
使
う
べ

き
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
優
先
順
位
を
付
け
て
修
繕

は
行
っ
て
い
る
。

③
希
望
が
多
い
住
宅
は
優
先
的
に

修
繕
を
進
め
て
い
る
。

問問

問

歳
入

歳
出

答 答

答

予
　
　算

町
長
提
出
議
案

議
案
審
議

議案の審議結果
令和 7年第 4回土佐町議会 12 月定例会議決事項
（本会議において議長は議決に加わることはできないが、可否同数の場合は議長が可否を決定する。）

第　３　回
定　例　会
認定第１号

令和６年度土佐町一般会計歳入歳出決算認定
歳入総額 53億3064万4033円　　歳出総額 52億5981万3647円
翌年度繰越額 5338万円　　　　実質収支額 1745万386円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第２号

令和６年度土佐町特別会計国民健康保険事業歳入歳出決算認定
歳入総額 4億5898万986円　　　歳出総額 4億5877万5074円
実質収支額 20万5912円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第３号

令和６年度土佐町特別会計介護保険事業歳入歳出決算認定
歳入総額 7億206万5680円　　　歳出総額 7億145万2257円
実質収支額 61万3423円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第４号

令和６年度土佐町特別会計後期高齢者医療保険事業歳入歳出決算認定
歳入総額 8712万4665円　　　　歳出総額 8688万3570円
実質収支額 24万1095円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第５号

令和６年度土佐町特別会計地蔵寺財産区歳入歳出決算認定
歳入総額 887万7256円　　　 　歳出総額 3万9000円
実質収支額 883万8256円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第６号

令和６年度土佐町簡易水道事業会計
収益的収入 1億7750万6531円　　収益的支出 1億7372万1162円
営業収益 5746万3512円
資本的収入 6688万9664円　　　　資本的支出 1億209万4129円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第７号

令和６年度土佐町下水道事業会計
収益的収入 1億9622万5889円　　収益的支出 1億8883万6850円
営業収益 4150万1355円
資本的収入 6010万5000円　　　　資本的支出 1億271万7477円

全員賛成原案認定

議案番号 件　　　　　名 賛　　否議決結果

議案第１号
土佐町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例
※内閣府令で定める基準に従い、整備運営基準を定めるもの

全員賛成原案可決

議案第２号
土佐町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
※市町村から子ども子育て支援法に基づく確認を受ける基準
を、内閣府令で定める基準に従い定めるもの

全員賛成原案可決

議案第３号
土佐町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
※人事院勧告に準じて、令和７年度期末手当の支給率を改正す
るもの

全員賛成原案可決

議案第４号
土佐町長等の給与等に関する条例の一部改正
※人事院勧告に準じて、令和７年度期末手当の支給率を改正す
るもの

全員賛成原案可決

議案第５号
土佐町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
※人事院勧告に準じて、令和７年度の一般職の職員の通勤手
当、期末勤勉手当および給料表を改正するもの

全員賛成原案可決

議案第８号

令和７年度土佐町特別会計国民健康保険事業予算補正
補正額：91万8000円　　　　補正後の金額：4億5832万3000円
主な補正
　歳出　行政情報システム利用料　70万1000円

全員賛成原案可決

議案第７号

令和７年度土佐町一般会計予算補正
補正額：5985万5000円　　　補正後の金額：60億6143万7000円
主な補正
　歳出　地区集会所改修等整備事業費補助金　60万4000円
　　　　集落活動センター推進事業費補助金　549万2000円
　　　　農道維持費工事請負費　1111万円
　　　　繰出金　825万7000円

全員賛成原案可決

議案第９号

令和７年度土佐町特別会計介護保険事業予算補正
補正額：1530万4000円　　　補正後の金額：７億3497万7000円
主な補正
　歳出    地域支援事業費 75万円　　   償還金　947万7000円　

全員賛成原案可決

議案第10号

令和７年度土佐町特別会計後期高齢者医療保険事業予算補正
補正額：36万6000円　　　　補正後の金額：9687万5000円
主な補正
　歳出　行政情報システム利用料　17万3000円　　　

全員賛成原案可決

議案第11号

令和７年度土佐町簡易水道事業会計予算補正
補正額：391万3000円　　　補正後の金額：３億3013万7000円
主な補正
　支出　管路等修繕料　300万円

全員賛成原案可決

議案第12号

令和７年度土佐町下水道事業会計予算補正
補正額：1903万5000円　　　補正後の金額：３億4854万8000円
主な補正
　支出　農業集落排水事業維持管理適正化計画策定業務委託

1818万3000円

全員賛成原案可決

議案第６号 土佐町手数料条例の一部改正
※狂犬病予防法に基づく登録手数料を改正するもの 全員賛成原案可決

議案番号 件　　　　　名 賛　　否議決結果

欠席　高石裟治夫議員
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令
和
７
年
度
土
佐
町
一
般
会
計

予
算
補
正

◎
諸
収
入

●
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
返
還

金
　
　
２
２
４
万
５
０
０
０
円

式
地
営
志
朗
議
員

　
返
還
金
の
説
明
を
。

秋
澤
農
畜
林
振
興
課
長

　
転
用
な
ど
で
対
象
農
地
が
減
る

場
合
や
、
５
年
目
の
最
終
年
度
ま

で
に
使
い
き
れ
な
か
っ
た
交
付
額

に
つ
い
て
翌
年
度
に
返
還
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
２

つ
の
組
織
が
不
要
額
を
返
還
。

　◎
総
務
費

●
地
域
特
産
物
地
産
外
商
推
進
対

策
事
業
補
助
金
　
１
０
０
万
円

長
野
保
議
員

①
事
業
の
説
明
を
。

②
さ
め
う
ら
荘
を
支
援
し
て
い
く

企
画
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

筒
井
企
画
推
進
課
長

①
土
佐
町
合
併
70
周
年
と
、
さ
め

う
ら
荘
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
７
周
年

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
。
特
別
宿
泊

料
金
の
設
定
、
あ
か
牛
の
半
額

プ
ラ
ン
を
実
施
。
さ
め
う
ら
荘

の
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
、
改

善
策
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
。

②
具
体
的
な
中
身
は
現
場
と
も
協

議
を
し
て
い
く
。
経
営
が
立
て

直
せ
る
よ
う
町
と
し
て
も
で
き

る
こ
と
を
や
り
、
土
佐
さ
め
う

ら
企
業
組
合
に
も
努
力
を
し
て

い
た
だ
く
。

　◎
土
木
費

●
住
宅
管
理
費
修
繕
料
　
60
万
円

鈴
木
大
裕
議
員

①
町
営
住
宅
の
修
繕
料
か
。
　
　

②
修
繕
料
の
予
算
が
少
な
く
な
い

か
。

③
人
気
の
高
い
住
宅
に
優
先
順
位

が
置
か
れ
て
修
繕
が
さ
れ
て
い

る
の
か
。

川
田
住
民
課
長

①
町
営
住
宅
の
修
繕
料
。

②
予
算
の
都
合
で
直
せ
て
な
い
住

宅
も
あ
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
も
の
を
直
し
て
使
う
べ

き
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
優
先
順
位
を
付
け
て
修
繕

は
行
っ
て
い
る
。

③
希
望
が
多
い
住
宅
は
優
先
的
に

修
繕
を
進
め
て
い
る
。

問問

問

歳
入

歳
出

答 答

答

予
　
　算

町
長
提
出
議
案

議
案
審
議

議案の審議結果
令和 7年第 4回土佐町議会 12 月定例会議決事項
（本会議において議長は議決に加わることはできないが、可否同数の場合は議長が可否を決定する。）

第　３　回
定　例　会
認定第１号

令和６年度土佐町一般会計歳入歳出決算認定
歳入総額 53億3064万4033円　　歳出総額 52億5981万3647円
翌年度繰越額 5338万円　　　　実質収支額 1745万386円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第２号

令和６年度土佐町特別会計国民健康保険事業歳入歳出決算認定
歳入総額 4億5898万986円　　　歳出総額 4億5877万5074円
実質収支額 20万5912円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第３号

令和６年度土佐町特別会計介護保険事業歳入歳出決算認定
歳入総額 7億206万5680円　　　歳出総額 7億145万2257円
実質収支額 61万3423円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第４号

令和６年度土佐町特別会計後期高齢者医療保険事業歳入歳出決算認定
歳入総額 8712万4665円　　　　歳出総額 8688万3570円
実質収支額 24万1095円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第５号

令和６年度土佐町特別会計地蔵寺財産区歳入歳出決算認定
歳入総額 887万7256円　　　 　歳出総額 3万9000円
実質収支額 883万8256円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第６号

令和６年度土佐町簡易水道事業会計
収益的収入 1億7750万6531円　　収益的支出 1億7372万1162円
営業収益 5746万3512円
資本的収入 6688万9664円　　　　資本的支出 1億209万4129円

全員賛成原案認定

第　３　回
定　例　会
認定第７号

令和６年度土佐町下水道事業会計
収益的収入 1億9622万5889円　　収益的支出 1億8883万6850円
営業収益 4150万1355円
資本的収入 6010万5000円　　　　資本的支出 1億271万7477円

全員賛成原案認定

議案番号 件　　　　　名 賛　　否議決結果

議案第１号
土佐町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例
※内閣府令で定める基準に従い、整備運営基準を定めるもの

全員賛成原案可決

議案第２号
土佐町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
※市町村から子ども子育て支援法に基づく確認を受ける基準
を、内閣府令で定める基準に従い定めるもの

全員賛成原案可決

議案第３号
土佐町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
※人事院勧告に準じて、令和７年度期末手当の支給率を改正す
るもの

全員賛成原案可決

議案第４号
土佐町長等の給与等に関する条例の一部改正
※人事院勧告に準じて、令和７年度期末手当の支給率を改正す
るもの

全員賛成原案可決

議案第５号
土佐町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
※人事院勧告に準じて、令和７年度の一般職の職員の通勤手
当、期末勤勉手当および給料表を改正するもの

全員賛成原案可決

議案第８号

令和７年度土佐町特別会計国民健康保険事業予算補正
補正額：91万8000円　　　　補正後の金額：4億5832万3000円
主な補正
　歳出　行政情報システム利用料　70万1000円

全員賛成原案可決

議案第７号

令和７年度土佐町一般会計予算補正
補正額：5985万5000円　　　補正後の金額：60億6143万7000円
主な補正
　歳出　地区集会所改修等整備事業費補助金　60万4000円
　　　　集落活動センター推進事業費補助金　549万2000円
　　　　農道維持費工事請負費　1111万円
　　　　繰出金　825万7000円

全員賛成原案可決

議案第９号

令和７年度土佐町特別会計介護保険事業予算補正
補正額：1530万4000円　　　補正後の金額：７億3497万7000円
主な補正
　歳出    地域支援事業費 75万円　　   償還金　947万7000円　

全員賛成原案可決

議案第10号

令和７年度土佐町特別会計後期高齢者医療保険事業予算補正
補正額：36万6000円　　　　補正後の金額：9687万5000円
主な補正
　歳出　行政情報システム利用料　17万3000円　　　

全員賛成原案可決

議案第11号

令和７年度土佐町簡易水道事業会計予算補正
補正額：391万3000円　　　補正後の金額：３億3013万7000円
主な補正
　支出　管路等修繕料　300万円

全員賛成原案可決

議案第12号

令和７年度土佐町下水道事業会計予算補正
補正額：1903万5000円　　　補正後の金額：３億4854万8000円
主な補正
　支出　農業集落排水事業維持管理適正化計画策定業務委託

1818万3000円

全員賛成原案可決

議案第６号 土佐町手数料条例の一部改正
※狂犬病予防法に基づく登録手数料を改正するもの 全員賛成原案可決

議案番号 件　　　　　名 賛　　否議決結果

欠席　高石裟治夫議員
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土
佐
町
監
査
委
員
　
　
　
　 

川
田
宜
広
・
澤
田
智
則

　
令
和
６
年
度
の
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
決
算
書
並

び
に
諸
帳
簿
、
証
憑
類
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
精
査
し
、

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
が
計
数
に
誤
り
は
な
く
、
か
つ
、

歳
入
歳
出
の
経
理
、
財
産
管
理
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の

執
行
に
お
い
て
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
各
施
策
は

議
会
議
決
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
。

　
令
和
６
年
度
決
算
は
一
般
会
計
歳
入
に
お
い
て
対
前
年

度
比
５
５
０
，３
１
１
，９
５
７
円
（
11
・
５
％
）
の
増
、

歳
出
で
６
２
０
，９
５
２
，０
０
６
円
（
13
・
４
％
）
の
増

と
歳
入
歳
出
共
に
増
加
し
て
い
る
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
か
ら

の
繰
入
金
、
ま
た
過
疎
対
策
事
業
債
が
増
加
し
て
お
り
、

歳
出
に
つ
い
て
は
、
み
つ
ば
保
育
園
仮
園
舎
建
築
工
事
、

財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
積
立
金
な
ど
が
大
き
く
増
加

し
て
い
る
。

　
今
後
も
自
主
財
源
の
大
幅
な
増
額
が
見
込
め
な
い
現
状

に
お
い
て
は
、
国
や
県
の
施
策
、
予
算
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
情
報
の
共
有
や
協
力
体
制

を
一
層
深
め
、
健
全
で
慎
重
な
財
政
運
営
に
向
け
た
努
力

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
年
度
末

累
計
未
済
額
は
、
２
２
４
，９
７
７
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

累
計
未
済
額
は
前
年
度
に
比
べ
て
、
４
４
，２
２
８
千
円
の

減
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
未
済
額
は
、
一
部
を
除
い
て
減
少
し
て
き
て
い
る
。

平
成
29
年
に
土
佐
町
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例
が
施

行
さ
れ
て
以
降
、
定
期
的
に
関
係
各
課
で
組
織
す
る
土
佐

町
収
納
対
策
強
化
連
絡
会
議
を
行
い
、
債
権
管
理
担
当
職

員
ほ
か
、
関
係
職
員
が
相
互
に
協
力
し
努
力
を
重
ね
て
き

た
結
果
と
考
え
る
。

　
一
方
、
徴
収
困
難
な
案
件
に
つ
い
て
は
精
査
の
う
え
、

南
国
・
香
南
・
香
美
租
税
債
権
管
理
機
構
に
委
託
し
て
徴

収
ほ
か
滞
納
処
分
な
ど
債
権
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も

収
納
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
は
６
件
、
７
３
８
，３
４
３
円
の
滞
納
整
理

を
委
託
し
、
延
滞
金
を
含
め
７
９
２
，１
０
６
円
が
徴
収
で

き
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
債
権
管
理
専
門
員

を
雇
用
し
、
特
に
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
滞
納
整
理

で
は
令
和
６
年
度
に
は
、
６
，８
８
０
，１
０
３
円
の
徴
収

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後
も
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
及
び
地
方
公
営
企
業
会
計
へ

の
繰
出
金
は
下
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
の
制

度
上
繰
り
入
れ
は
や
む
を
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
が
、
総

体
的
に
会
計
独
立
の
原
則
か
ら
適
正
な
運
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

　　
わ
が
国
経
済
は
今
転
換
点
に
あ
り
、
こ
の
30
年
余
り
の

間
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
伴
う
混
乱
や
デ
フ
レ
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
数
多

く
の
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
幾

多
の
難
局
を
経
験
し
、
日
本
経
済
は
長
ら
く
停
滞
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
き
た
。
足
も
と
に
お
い
て
は
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
６
０
０
兆
円
、
設
備
投
資
が
１
０
０
兆
円
と
い
ず
れ
も

過
去
最
高
を
更
新
し
、
賃
金
も
33
年
ぶ
り
の
高
い
賃
上
げ

率
を
実
現
す
る
な
ど
、
状
況
が
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、地
方
自
治
体
は
、物
価
の
上
昇
、人
件
費
の
増
、

金
利
上
昇
と
い
っ
た
長
ら
く
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
、
歳

出
の
増
加
に
直
面
し
て
い
る
。
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大
も
加
わ
り
、
極
め
て
厳
し

い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
本
町
に
お
い
て
も
、

近
年
完
成
し
た
大
型
事
業
や
今
後
計
画
さ
れ
る
大
型
事
業

に
伴
う
起
債
償
還
額
の
増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
、
財
政
運

営
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
各
課
お
よ
び
職
員
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、
事

務
お
よ
び
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
適
切
な
評
価
と
見
直

し
を
行
い
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
不
断
の
努

力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。

※

証
憑
・
・
・
事
実
を
証
明
す
る
根
拠
と
な
る
も
の
。

総
　
　評

収
入
未
済
額
の
整
理
に
つ
い
て

結
　
　び

繰
出
金
に
つ
い
て

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
抜
粋
）

　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
で
各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
令
和
６
年
度
決
算
認

定
は
次
の
と
お
り
認
定
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

※

し
ょ
う
ひ
ょ
う

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
常
盤

橋
橋
梁
下
部
工
工
事
）

　

長
野
保
議
員

　
架
け
替
え
る
橋
の
下
流
側
の
浸

水
対
策
は
。

近
藤
建
設
課
長

　
本
山
土
木
事
務
所
の
発
注
で
、

木
な
ど
の
取
り
除
き
を
行
っ
て
い

る
。

　

令
和
７
年
度
土
佐
町
一
般
会
計

予
算
補
正

◎
災
害
復
旧
費

●
工
事
請
負
費
（
地
蔵
寺
ふ
れ
あ

い
広
場
へ
の
道
路
復
旧
工
事
）

１
３
８
９
万
３
０
０
０
円

　

氏
次
真
貴
夫
議
員

　
工
期
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

近
藤
建
設
課
長

　
12
月
に
は
工
事
を
発
注
、
３
月

20
日
頃
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
た

い
。

町
長
提
出
議
案

問

問答

答

令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会
報
告

　
第
３
回
臨
時
会
が
11
月
４
日
に
開
か
れ
た
。
こ
の
臨
時
会
で

は
町
長
よ
り
２
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、審
議
の
後
、可
決
し
、

当
日
閉
会
し
た
。

契
　
　
約

予
　
　
算

歳

　出

議案の審議結果
令和７年第3回土佐町議会臨時会議決事項
（本会議において議長は議決に加わることはできないが、可否同数の場合は議長が可否を決定する。）  

議案番号 件　　　　　名 議決結果 賛　　否

議案第１号

工事請負契約の締結
１．工　事　名　　令和７年度社会資本整備総合交付金事業
　　　　　　　　　　町道宮古野線（常盤橋橋梁下部工）工事　　
２．工 事 場 所　　土佐町境、土佐町南泉　
３．契約の方法　　指名競争入札
４．契 約 金 額　　52，905，600円　
５．契約の相手方　　株式会社　光陽

原案可決議案第２号

令和７年度土佐町一般会計予算補正　　　　　　　　　　　　　　
補正額：1633万3000円　補正後の金額：60億158万2000円
　主な補正
　　歳出　 扶助費　調整給付金244万円　 工事請負費1389万3000円

原案可決 全員賛成

全員賛成

欠席　高石裟治夫議員

議
案
審
議
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令
和
６
年
度
の
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
決
算
書
並

び
に
諸
帳
簿
、
証
憑
類
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
精
査
し
、

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
が
計
数
に
誤
り
は
な
く
、
か
つ
、

歳
入
歳
出
の
経
理
、
財
産
管
理
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の

執
行
に
お
い
て
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
各
施
策
は

議
会
議
決
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
。

　
令
和
６
年
度
決
算
は
一
般
会
計
歳
入
に
お
い
て
対
前
年

度
比
５
５
０
，３
１
１
，９
５
７
円
（
11
・
５
％
）
の
増
、

歳
出
で
６
２
０
，９
５
２
，０
０
６
円
（
13
・
４
％
）
の
増

と
歳
入
歳
出
共
に
増
加
し
て
い
る
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
か
ら

の
繰
入
金
、
ま
た
過
疎
対
策
事
業
債
が
増
加
し
て
お
り
、

歳
出
に
つ
い
て
は
、
み
つ
ば
保
育
園
仮
園
舎
建
築
工
事
、

財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
積
立
金
な
ど
が
大
き
く
増
加

し
て
い
る
。

　
今
後
も
自
主
財
源
の
大
幅
な
増
額
が
見
込
め
な
い
現
状

に
お
い
て
は
、
国
や
県
の
施
策
、
予
算
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
情
報
の
共
有
や
協
力
体
制

を
一
層
深
め
、
健
全
で
慎
重
な
財
政
運
営
に
向
け
た
努
力

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
年
度
末

累
計
未
済
額
は
、
２
２
４
，９
７
７
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

累
計
未
済
額
は
前
年
度
に
比
べ
て
、
４
４
，２
２
８
千
円
の

減
と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
未
済
額
は
、
一
部
を
除
い
て
減
少
し
て
き
て
い
る
。

平
成
29
年
に
土
佐
町
私
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例
が
施

行
さ
れ
て
以
降
、
定
期
的
に
関
係
各
課
で
組
織
す
る
土
佐

町
収
納
対
策
強
化
連
絡
会
議
を
行
い
、
債
権
管
理
担
当
職

員
ほ
か
、
関
係
職
員
が
相
互
に
協
力
し
努
力
を
重
ね
て
き

た
結
果
と
考
え
る
。

　
一
方
、
徴
収
困
難
な
案
件
に
つ
い
て
は
精
査
の
う
え
、

南
国
・
香
南
・
香
美
租
税
債
権
管
理
機
構
に
委
託
し
て
徴

収
ほ
か
滞
納
処
分
な
ど
債
権
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も

収
納
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
は
６
件
、
７
３
８
，３
４
３
円
の
滞
納
整
理

を
委
託
し
、
延
滞
金
を
含
め
７
９
２
，１
０
６
円
が
徴
収
で

き
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
債
権
管
理
専
門
員

を
雇
用
し
、
特
に
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
滞
納
整
理

で
は
令
和
６
年
度
に
は
、
６
，８
８
０
，１
０
３
円
の
徴
収

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後
も
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
及
び
地
方
公
営
企
業
会
計
へ

の
繰
出
金
は
下
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
の
制

度
上
繰
り
入
れ
は
や
む
を
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
が
、
総

体
的
に
会
計
独
立
の
原
則
か
ら
適
正
な
運
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

　　
わ
が
国
経
済
は
今
転
換
点
に
あ
り
、
こ
の
30
年
余
り
の

間
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
伴
う
混
乱
や
デ
フ
レ
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
数
多

く
の
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
幾

多
の
難
局
を
経
験
し
、
日
本
経
済
は
長
ら
く
停
滞
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
き
た
。
足
も
と
に
お
い
て
は
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
６
０
０
兆
円
、
設
備
投
資
が
１
０
０
兆
円
と
い
ず
れ
も

過
去
最
高
を
更
新
し
、
賃
金
も
33
年
ぶ
り
の
高
い
賃
上
げ

率
を
実
現
す
る
な
ど
、
状
況
が
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、地
方
自
治
体
は
、物
価
の
上
昇
、人
件
費
の
増
、

金
利
上
昇
と
い
っ
た
長
ら
く
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
、
歳

出
の
増
加
に
直
面
し
て
い
る
。
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大
も
加
わ
り
、
極
め
て
厳
し

い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
本
町
に
お
い
て
も
、

近
年
完
成
し
た
大
型
事
業
や
今
後
計
画
さ
れ
る
大
型
事
業

に
伴
う
起
債
償
還
額
の
増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
、
財
政
運

営
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
各
課
お
よ
び
職
員
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、
事

務
お
よ
び
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
適
切
な
評
価
と
見
直

し
を
行
い
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
不
断
の
努

力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。

※

証
憑
・
・
・
事
実
を
証
明
す
る
根
拠
と
な
る
も
の
。

総
　
　評

収
入
未
済
額
の
整
理
に
つ
い
て

結
　
　び

繰
出
金
に
つ
い
て

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
抜
粋
）

　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
で
各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
令
和
６
年
度
決
算
認

定
は
次
の
と
お
り
認
定
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

※

し
ょ
う
ひ
ょ
う

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
常
盤

橋
橋
梁
下
部
工
工
事
）

　

長
野
保
議
員

　
架
け
替
え
る
橋
の
下
流
側
の
浸

水
対
策
は
。

近
藤
建
設
課
長

　
本
山
土
木
事
務
所
の
発
注
で
、

木
な
ど
の
取
り
除
き
を
行
っ
て
い

る
。

　

令
和
７
年
度
土
佐
町
一
般
会
計

予
算
補
正

◎
災
害
復
旧
費

●
工
事
請
負
費
（
地
蔵
寺
ふ
れ
あ

い
広
場
へ
の
道
路
復
旧
工
事
）

１
３
８
９
万
３
０
０
０
円

　

氏
次
真
貴
夫
議
員

　
工
期
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

近
藤
建
設
課
長

　
12
月
に
は
工
事
を
発
注
、
３
月

20
日
頃
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
た

い
。

町
長
提
出
議
案

問

問答

答

令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会
報
告

　
第
３
回
臨
時
会
が
11
月
４
日
に
開
か
れ
た
。
こ
の
臨
時
会
で

は
町
長
よ
り
２
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、審
議
の
後
、可
決
し
、

当
日
閉
会
し
た
。

契
　
　
約

予
　
　
算

歳

　出

議案の審議結果
令和７年第3回土佐町議会臨時会議決事項
（本会議において議長は議決に加わることはできないが、可否同数の場合は議長が可否を決定する。）  

議案番号 件　　　　　名 議決結果 賛　　否

議案第１号

工事請負契約の締結
１．工　事　名　　令和７年度社会資本整備総合交付金事業
　　　　　　　　　　町道宮古野線（常盤橋橋梁下部工）工事　　
２．工 事 場 所　　土佐町境、土佐町南泉　
３．契約の方法　　指名競争入札
４．契 約 金 額　　52，905，600円　
５．契約の相手方　　株式会社　光陽

原案可決議案第２号

令和７年度土佐町一般会計予算補正　　　　　　　　　　　　　　
補正額：1633万3000円　補正後の金額：60億158万2000円
　主な補正
　　歳出　 扶助費　調整給付金244万円　 工事請負費1389万3000円

原案可決 全員賛成

全員賛成

欠席　高石裟治夫議員

議
案
審
議
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総 務
教 育
厚 生

産 経
土 木

委
員
会
報
告
各
常
任
委
員
会
で
は
町
の
喫
緊
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
調
査
研
究
し
て
い
ま
す

議
会
が
考
え
る
町
の
課
題
は

委員会としての意見
　各家庭に町内放送を届けるという、重要な役割を果たしてきた告知端末の刷
新時期を迎え、行政の情報基盤の見直しは現実的な課題である。しかし、多額
の予算や災害時における脆弱性、そしてテクノロジーの加速度的な進化を鑑み
れば、次世代型の行政情報基盤の導入に至っては、前向きに注視しつつも、慎
重な検討が必要と考える。一方、現在の情報基盤の更新時期が確実に迫ってい
ることも事実であり、本山町との協議を始める時期に来ているのではないかと
考える。

メリット

農作業のデジタル省力化経過について

土佐町型有機農業（仮称）の実施について

さめうら荘の経営状況調査について

委員会としての意見
・農業のデジタル省力化については今後も経過の調査を行う。また地域別の実
証の推進に向けては田井、森、地蔵寺地区での実証を行政機関に働きかける。
・土佐町型有機農業（仮称）の実施については、先進地視察なども踏まえさらな
る調査研究を行うとともに実践に向けて担当課との協議をすすめる。
・さめうら荘の経営状況については危機的状況にあることを踏まえ行政ととも
に打開策を検討する。

　
土
佐
町
監
査
委
員
　
　
　
　 

川
田
宜
広
・
澤
田
智
則

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
収
支
状
況
は
収
益
的
収
入
が
１
７
７
，５

０
６
，５
３
１
円
（
税
抜
）、
支
出
が
１
７
３
，７
２
１
，１

６
２
円
（
税
抜
）
で
あ
り
、
当
年
度
純
利
益
は
３
，７
８
５
，

３
６
９
円
、経
常
収
支
比
率（
収
益
的
収
入
／
収
益
的
支
出
）

１
０
２
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
経
営
状
況
は
お
お
む
ね
良

好
で
あ
る
。
営
業
収
益
は
５
７
，４
６
３
，５
１
２
円
で
、

令
和
５
年
度
よ
り
３
４
６
，６
４
３
円
増
加
し
た
が
、
営
業

費
用
は
１
６
３
，９
５
９
，１
０
６
円
と
、
令
和
５
年
度
比

で
１
８
，７
３
２
，６
９
４
円
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

水
道
料
金
収
入
の
み
で
は
営
業
費
用
を
賄
え
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
年
間
有
収
率
は
54
・
94
％
で
、
昨
年

度
よ
り
２
・
83
％
低
下
し
て
い
る
。
今
後
も
水
道
利
用
者

の
減
少
や
維
持
管
理
費
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
一

層
の
業
務
改
善
と
経
営
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
る
。

下
水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
収
支
状
況
は
収
益
的
収
入
が
１
９
６
，２

２
５
，８
８
９
円
（
税
抜
）、
支
出
が
１
８
８
，８
３
６
，８

５
０
円
（
税
抜
）
で
あ
り
、
当
年
度
純
利
益
は
７
，３
８
９
，

０
３
９
円
、経
常
収
支
比
率（
収
益
的
収
入
／
収
益
的
支
出
）

１
０
３
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、経
営
状
況
は
良
好
で
あ
る
。

営
業
収
益
は
４
１
，５
０
１
，３
５
５
円
で
令
和
５
年
度
よ

り
７
２
０
，５
８
０
円
減
少
し
た
。
一
方
、
営
業
費
用
は
１

７
３
，８
９
５
，２
８
６
円
と
令
和
５
年
度
比
で
６
，５
６
８
，

８
６
３
円
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
下
水
道
使
用
料

の
収
入
の
み
で
は
営
業
費
用
を
賄
え
て
い
な
い
。
特
に
農

業
集
落
排
水
事
業
に
お
い
て
は
年
間
有
収
率
が
74
・
７
％

と
低
く
、
引
き
続
き
業
務
改
善
と
経
営
効
率
化
が
必
要
で

あ
る
。

　水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
現
年
度
収
入
未
済
額
は
１
，５
５
４
，０

０
０
円
で
前
年
度
よ
り
３
５
８
，０
０
０
円
増
額
し
て
い
る
。

ま
た
滞
納
分
の
収
入
未
済
額
は
５
，０
３
２
，０
０
０
円
で

前
年
度
よ
り
７
３
６
，０
０
０
円
減
少
し
て
い
る
。
公
平
性

の
確
保
と
健
全
経
営
の
た
め
、
未
収
金
対
策
の
継
続
が
必

要
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
現
年
度
収
入
未
済
額
は
６
７
０
，０
０
０

円
で
前
年
度
よ
り
５
８
，０
０
０
円
増
額
し
て
い
る
。
ま
た
、

滞
納
分
に
つ
い
て
は
収
入
未
済
額
１
，３
５
２
，０
０
０
円

で
前
年
度
よ
り
１
２
５
，０
０
０
円
増
加
し
て
い
る
。
公
平

性
の
確
保
と
健
全
経
営
の
た
め
、
未
収
金
対
策
の
強
化
が

求
め
ら
れ
る
。

　　
収
入
支
出
と
も
帳
簿
及
び
証
憑
類
と
照
合
し
た
が
、
そ

の
結
果
、
計
数
に
誤
り
は
な
い
と
認
め
た
。

　
公
営
企
業
法
適
用
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
簡
易
水
道
事

業
、
下
水
道
事
業
と
も
に
経
営
の
透
明
性
が
向
上
し
、
正

確
な
経
営
状
況
の
把
握
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
で
は
経
常
収
支
比
率
が
１
０
２
・
２
％

と
良
好
で
あ
る
が
、
営
業
収
益
だ
け
で
は
営
業
費
用
を
賄

え
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
収
益
向
上
の
た
め
料
金
改
定

や
、
未
収
金
収
納
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

老
朽
化
し
た
施
設
や
管
路
の
計
画
的
な
更
新
も
課
題
で
あ

る
。

　
下
水
道
事
業
に
お
い
て
も
、
経
営
状
況
は
１
０
３
・
９
％

と
良
好
で
あ
る
が
、
営
業
収
益
で
営
業
費
用
を
賄
え
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
事
業
統
合
な
ど
に
よ
る
業
務
改
善
と

経
営
の
効
率
化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
２
回
臨
時
会
が
９
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
承
認
１
件
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。

承
認
第
１
号
　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　（
令
和
７
年
度
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
第
１
号
）

議
案
第
10
号
　
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　（
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
談
合
）

議
案
第
11
号
　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
12
号
　
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
13
号
　
令
和
７
年
度
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

２
　
使
用
料
収
入

３
　
決
算
の
適
否

４
　
ま
と
め

土
佐
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
及
び
土
佐

町
下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（抜
粋
）

第
２
回
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会  

臨
時
会

令和
7年

　栽培状況結果の報告を受け、生産者との意見交換を行った。
　農作業のデジタル省力化経過については、収穫量は反（10ａ）当たり4.5俵（270㎏）であっ
た。土壌の条件による適合性などの調査も必要なことから、地域別の実証を推進する。

・メッセージを音声と文字の両方で確認できる
・役場や診療所などの村内の無料通話が可能
・ビデオフォン機能がある
・養鶏場の温湿度測定管理や牛舎の遠隔的な監
視などが可能
・他のアプリの併用で議会放送やラジオ放送も
可能
・メッセージの既読を世帯別に検知できるた
め、災害時の安否確認が可能

デメリット

・予算は約２億円に加え、年間で
1000万円ほどの運営費がかかる。
・停電時にはタブレット端末が機能
しなくなる
・電話基地局の設置などの初期投資
費用にかなりの予算が必要
・導入から8年を目安に端末の交換が
必要になる

　令和７年１１月１３日に、大川村役場にて大川村役場総務課から告
知端末などの行政の情報基盤についてヒアリングを行ったのち、議員
間協議を行った。大川村では、令和２年度から、従来のＩＰ告知端末に
代わる、次世代型の行政情報基盤導入を全世帯に導入してきた。

　令和７年11月４日及び11月13日に、役場議員控室において３件に
ついて調査も踏まえ協議を行った。

　目指すべき農業の仕組みについての確認を行うとともに、嶺北農業改良普及所長を招き
意見交換を行った。
　県内の有機農業の実態や定義についての学習や意見交換を行い、知識と認識を深めた。

　担当課長を招き現状についての説明を受けた。
　過去５年間（コロナ以降）についての経営状況を調査したが、ずっと赤字が続き経営は危
機的状態であることが判明した。
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総 務
教 育
厚 生

産 経
土 木

委
員
会
報
告
各
常
任
委
員
会
で
は
町
の
喫
緊
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
調
査
研
究
し
て
い
ま
す

議
会
が
考
え
る
町
の
課
題
は

委員会としての意見
　各家庭に町内放送を届けるという、重要な役割を果たしてきた告知端末の刷
新時期を迎え、行政の情報基盤の見直しは現実的な課題である。しかし、多額
の予算や災害時における脆弱性、そしてテクノロジーの加速度的な進化を鑑み
れば、次世代型の行政情報基盤の導入に至っては、前向きに注視しつつも、慎
重な検討が必要と考える。一方、現在の情報基盤の更新時期が確実に迫ってい
ることも事実であり、本山町との協議を始める時期に来ているのではないかと
考える。

メリット

農作業のデジタル省力化経過について

土佐町型有機農業（仮称）の実施について

さめうら荘の経営状況調査について

委員会としての意見
・農業のデジタル省力化については今後も経過の調査を行う。また地域別の実
証の推進に向けては田井、森、地蔵寺地区での実証を行政機関に働きかける。
・土佐町型有機農業（仮称）の実施については、先進地視察なども踏まえさらな
る調査研究を行うとともに実践に向けて担当課との協議をすすめる。
・さめうら荘の経営状況については危機的状況にあることを踏まえ行政ととも
に打開策を検討する。

　
土
佐
町
監
査
委
員
　
　
　
　 

川
田
宜
広
・
澤
田
智
則

簡
易
水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
収
支
状
況
は
収
益
的
収
入
が
１
７
７
，５

０
６
，５
３
１
円
（
税
抜
）、
支
出
が
１
７
３
，７
２
１
，１

６
２
円
（
税
抜
）
で
あ
り
、
当
年
度
純
利
益
は
３
，７
８
５
，

３
６
９
円
、経
常
収
支
比
率（
収
益
的
収
入
／
収
益
的
支
出
）

１
０
２
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
経
営
状
況
は
お
お
む
ね
良

好
で
あ
る
。
営
業
収
益
は
５
７
，４
６
３
，５
１
２
円
で
、

令
和
５
年
度
よ
り
３
４
６
，６
４
３
円
増
加
し
た
が
、
営
業

費
用
は
１
６
３
，９
５
９
，１
０
６
円
と
、
令
和
５
年
度
比

で
１
８
，７
３
２
，６
９
４
円
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

水
道
料
金
収
入
の
み
で
は
営
業
費
用
を
賄
え
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
年
間
有
収
率
は
54
・
94
％
で
、
昨
年

度
よ
り
２
・
83
％
低
下
し
て
い
る
。
今
後
も
水
道
利
用
者

の
減
少
や
維
持
管
理
費
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
一

層
の
業
務
改
善
と
経
営
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
る
。

下
水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
収
支
状
況
は
収
益
的
収
入
が
１
９
６
，２

２
５
，８
８
９
円
（
税
抜
）、
支
出
が
１
８
８
，８
３
６
，８

５
０
円
（
税
抜
）
で
あ
り
、
当
年
度
純
利
益
は
７
，３
８
９
，

０
３
９
円
、経
常
収
支
比
率（
収
益
的
収
入
／
収
益
的
支
出
）

１
０
３
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、経
営
状
況
は
良
好
で
あ
る
。

営
業
収
益
は
４
１
，５
０
１
，３
５
５
円
で
令
和
５
年
度
よ

り
７
２
０
，５
８
０
円
減
少
し
た
。
一
方
、
営
業
費
用
は
１

７
３
，８
９
５
，２
８
６
円
と
令
和
５
年
度
比
で
６
，５
６
８
，

８
６
３
円
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
下
水
道
使
用
料

の
収
入
の
み
で
は
営
業
費
用
を
賄
え
て
い
な
い
。
特
に
農

業
集
落
排
水
事
業
に
お
い
て
は
年
間
有
収
率
が
74
・
７
％

と
低
く
、
引
き
続
き
業
務
改
善
と
経
営
効
率
化
が
必
要
で

あ
る
。

　水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
現
年
度
収
入
未
済
額
は
１
，５
５
４
，０

０
０
円
で
前
年
度
よ
り
３
５
８
，０
０
０
円
増
額
し
て
い
る
。

ま
た
滞
納
分
の
収
入
未
済
額
は
５
，０
３
２
，０
０
０
円
で

前
年
度
よ
り
７
３
６
，０
０
０
円
減
少
し
て
い
る
。
公
平
性

の
確
保
と
健
全
経
営
の
た
め
、
未
収
金
対
策
の
継
続
が
必

要
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
会
計

　
令
和
６
年
度
の
現
年
度
収
入
未
済
額
は
６
７
０
，０
０
０

円
で
前
年
度
よ
り
５
８
，０
０
０
円
増
額
し
て
い
る
。
ま
た
、

滞
納
分
に
つ
い
て
は
収
入
未
済
額
１
，３
５
２
，０
０
０
円

で
前
年
度
よ
り
１
２
５
，０
０
０
円
増
加
し
て
い
る
。
公
平

性
の
確
保
と
健
全
経
営
の
た
め
、
未
収
金
対
策
の
強
化
が

求
め
ら
れ
る
。

　　
収
入
支
出
と
も
帳
簿
及
び
証
憑
類
と
照
合
し
た
が
、
そ

の
結
果
、
計
数
に
誤
り
は
な
い
と
認
め
た
。

　
公
営
企
業
法
適
用
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
簡
易
水
道
事

業
、
下
水
道
事
業
と
も
に
経
営
の
透
明
性
が
向
上
し
、
正

確
な
経
営
状
況
の
把
握
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
で
は
経
常
収
支
比
率
が
１
０
２
・
２
％

と
良
好
で
あ
る
が
、
営
業
収
益
だ
け
で
は
営
業
費
用
を
賄

え
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
収
益
向
上
の
た
め
料
金
改
定

や
、
未
収
金
収
納
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

老
朽
化
し
た
施
設
や
管
路
の
計
画
的
な
更
新
も
課
題
で
あ

る
。

　
下
水
道
事
業
に
お
い
て
も
、
経
営
状
況
は
１
０
３
・
９
％

と
良
好
で
あ
る
が
、
営
業
収
益
で
営
業
費
用
を
賄
え
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
事
業
統
合
な
ど
に
よ
る
業
務
改
善
と

経
営
の
効
率
化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
２
回
臨
時
会
が
９
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
承
認
１
件
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。

承
認
第
１
号
　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　（
令
和
７
年
度
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
第
１
号
）

議
案
第
10
号
　
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　（
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
談
合
）

議
案
第
11
号
　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
12
号
　
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
13
号
　
令
和
７
年
度
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

２
　
使
用
料
収
入

３
　
決
算
の
適
否

４
　
ま
と
め

土
佐
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
及
び
土
佐

町
下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（抜
粋
）

第
２
回
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会  

臨
時
会

令和
7年

　栽培状況結果の報告を受け、生産者との意見交換を行った。
　農作業のデジタル省力化経過については、収穫量は反（10ａ）当たり4.5俵（270㎏）であっ
た。土壌の条件による適合性などの調査も必要なことから、地域別の実証を推進する。

・メッセージを音声と文字の両方で確認できる
・役場や診療所などの村内の無料通話が可能
・ビデオフォン機能がある
・養鶏場の温湿度測定管理や牛舎の遠隔的な監
視などが可能
・他のアプリの併用で議会放送やラジオ放送も
可能
・メッセージの既読を世帯別に検知できるた
め、災害時の安否確認が可能

デメリット

・予算は約２億円に加え、年間で
1000万円ほどの運営費がかかる。
・停電時にはタブレット端末が機能
しなくなる
・電話基地局の設置などの初期投資
費用にかなりの予算が必要
・導入から8年を目安に端末の交換が
必要になる

　令和７年１１月１３日に、大川村役場にて大川村役場総務課から告
知端末などの行政の情報基盤についてヒアリングを行ったのち、議員
間協議を行った。大川村では、令和２年度から、従来のＩＰ告知端末に
代わる、次世代型の行政情報基盤導入を全世帯に導入してきた。

　令和７年11月４日及び11月13日に、役場議員控室において３件に
ついて調査も踏まえ協議を行った。

　目指すべき農業の仕組みについての確認を行うとともに、嶺北農業改良普及所長を招き
意見交換を行った。
　県内の有機農業の実態や定義についての学習や意見交換を行い、知識と認識を深めた。

　担当課長を招き現状についての説明を受けた。
　過去５年間（コロナ以降）についての経営状況を調査したが、ずっと赤字が続き経営は危
機的状態であることが判明した。
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第142号　令和８年２月18日 議会だより町土佐議会だより町土佐

　各委員会は何をするところ？

　提案された案件などを慎重に審査するためには、
いくつかの部門に分け、専門的に調査・研究する方
が効率的であることから、議会の内部組織として委
員会が設けられています。
　委員会には常に設置されている「議会運営委員
会」と「常任委員会」、必要に応じて設置される
「特別委員会」があります。

•　議会運営委員会
　議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員
会に関する条例などに関する事項、議長の諮問に関
する事項について話し合い、議案、陳情などを審査
しています。
　副議長を委員長とし、議長、各常任委員会の正副
委員長でメンバー構成をされています。任期は２年。

•　総務教育厚生常任委員会
　健康福祉課、住民課、総務課及び教育委員会の所
管に関する調査を行います。任期は２年。

•　産経土木常任委員会
　農畜林振興課、建設課、企画推進課の所管に関す
る調査を行います。任期は２年。

•　議会広報調査特別委員会
　議会だよりを発行するにあたり、一般質問の編集
や調査などを行い町民の皆さんにわかりやすく議会
内の出来事を広報しています。任期は４年。

•　議会活性化特別委員会
　議会の活動をより開かれたものとし、町民に身近
で信頼される議会運営を実現することを目的として
設置された特別委員会です。任期は４年。

　土佐町議会では、報告会と意見交換会を夏に行っておりますが、
集落ごとではなく、個人や団体の皆さんの意見や質問などをお聞き
して、今後の活動につなげていきたいと思っています。

　また、「議会は何をするところ？」で取り上げてもらいたい質問
も募集しております。

　議会と話をしてみたい、質問を取り上げてもらいたいという方
は、議会事務局へご連絡ください。

　土佐町議会事務局　0887-82-2445　tosat-30@town.tosa.lg.jp

　前回は地方議員の定員割れについての２つの原因を記載しました。今回はその続き、３つ目の原因です。
なり手不足に陥る３つ目の原因は、地方議員の待遇と報酬構造のゆがみにあるといわれています。

　都道府県議・市議は、制度上「専門職的」な位置付けで報酬水準が設定されてきた一方、町村議は「非常
勤・非専門職」を前提とした報酬基準が全国的に採用されており、

その結果、

　•　町村議員は専業として生計を立てることが難しく

　•　子育て世代が議員活動を続けるのは極めて困難という構造が生じています。

　また、地方議員は年金手当や社会保険がなく、育児休業や各種手当も十分とはいえず、一般職層が立候補
するリスクは非常に高いともいえます。

また、地方議員に対する社会的イメージは、

　地方では、歴史的に名主や名望家といった「名誉職的議員像」が投影されやすく、都市部では、戦後に形
成された「専業議員像」が比較的浸透しています。
　この二つの議員像が整理されないまま併存していることが、地方議員の待遇や専門性に対する評価の混乱
を生んでいます。

構造的問題としてのなり手不足まとめ

　地方議員のなり手不足は、人材不足、住民の政治に対する関心の低下、報酬、社会保障、選挙制度、社会
的評価といった複数の制度的要因が重なった「構造的問題」にあります。単に「志の問題」や「個人の覚
悟」に帰すべきではなく、地方議会制度全体の再設計が求められています。

　土佐町議会では、なり手不足解消のため、定数や報酬のあり方についても議論を始めています。

第３回 第３回 議会は何をするところ？
皆さんの疑問にお答えします

落石のあった道路を調査中

地方議員の待遇と報酬構造のゆがみ

仁淀川町のフレイル予防活動の様子
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　地方では、歴史的に名主や名望家といった「名誉職的議員像」が投影されやすく、都市部では、戦後に形
成された「専業議員像」が比較的浸透しています。
　この二つの議員像が整理されないまま併存していることが、地方議員の待遇や専門性に対する評価の混乱
を生んでいます。

構造的問題としてのなり手不足まとめ

　地方議員のなり手不足は、人材不足、住民の政治に対する関心の低下、報酬、社会保障、選挙制度、社会
的評価といった複数の制度的要因が重なった「構造的問題」にあります。単に「志の問題」や「個人の覚
悟」に帰すべきではなく、地方議会制度全体の再設計が求められています。

　土佐町議会では、なり手不足解消のため、定数や報酬のあり方についても議論を始めています。

第３回 第３回 議会は何をするところ？
皆さんの疑問にお答えします

落石のあった道路を調査中

地方議員の待遇と報酬構造のゆがみ

仁淀川町のフレイル予防活動の様子
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ナ
ー

　
こ
の
ほ
ど
、
土
佐
町
小
学
校

で
実
施
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
活

動「
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
ブ
」に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

聞
け
ば
、
地
域
の
資
源
を
活
用

す
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、「
ア

ユ
の
つ
か
み
取
り
」
を
や
ら
な

い
か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
快
諾

さ
れ
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。当
初
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
川
遊
び
も
ま
ま
な
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
川
で

や
っ
て
あ
げ
よ
う
と
計
画
し
安

全
性
も
確
保
す
る
た
め
、
川
の

整
地
や
通
路
の
確
保
な
ど
事
前

準
備
を
整
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

運
悪
く
降
雨
に
よ
り
増
水
し
た

た
め
急
遽
プ
ー
ル
で
の

実
施
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
絶
好
の
水
遊
び
？

の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
や
る
子
ど
も
た
ち

を
抑
え
、
ま
ず
は
教
室

で
ア
ユ
の
生
態
の
勉
強

会
で
す
。ア
ユ
は
川
の

き
れ
い
な
苔
を
食
べ
大

き
く
な
る
こ
と
、
だ
か

ら
川
は
き
れ
い
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
、
そ
し
て
大
き
く

な
っ
た
ア
ユ
は
産
卵
の

た
め
河
口
に
下
り
卵
を
産
む
こ

と
、
ふ
化
し
た
稚
魚
は
海
に
入

り
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を
食
べ

て
大
き
く
な
り
、
成
長
し
た
ら

ま
た
、
産
卵
に
下
り
一
年
で
一

生
を
終
わ
る
な
ど
の
話
に
目
を

輝
か
し
夢
中
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
さ
あ
ー
い
よ
い
よ
「
つ
か
み

取
り
」で
す
。あ
ら
か
じ
め
そ
の

日
の
う
ち
に
内
水
面
漁
連
（
香

南
市
吉
川
）
か
ら
運
ん
で
き
た

ア
ユ
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

プ
ー
ル
に
入
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
一
斉
に
プ
ー
ル
の
中
に
！

　
も
う
子
ど
も
ら
は
大
は
し
ゃ

ぎ
！
初
め
て
生
き
た
ア
ユ
に
触

る
子
、慣
れ
た
子
、プ
ー
ル
の
中

は
大
歓
声
！
見
守
る
先
生
方
、

学
校
応
援
団
の
方
た
ち
、
関
係

者
も
満
足
し
て
い
る
様
子
に
こ

ち
ら
も
充
実
感
あ
ふ
れ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
か
み
取
っ
た
ア
ユ
は
子
ど

も
た
ち
に
平
等
に
分
け
、
持
ち

帰
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
日
の
食

卓
に
！
「
塩
焼
き
」
に
変
身
し
、

お
な
か
の
中
に
！

　
い
つ
の
日
か
こ
の
経
験
を
思

い
出
し
、
川
や
魚
に
親
し
ん
で

く
れ
て
自
然
を
愛
し
、
自
然
に

優
し
い
心
を
持
っ
た
大
人
に
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
一
日
を
終
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
へ

　「
つ
か
み
取
り
楽
し
か
っ
た
」

「
食
べ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
」と

の
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

感
動
し
た
よ
。あ
り
が
と
う
。

協
力
者

•

高
知
県
内
水
面
漁
業
協
同
組

合
連
合
会

•

嶺
北
漁
業
協
同
組
合

•

田
村
今
朝
穂
さ
ん

　　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　　
令
和
７
年
11
月
20
日
発
行
の
第

141
号
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
10
ペ
ー
ジ
　
上
か
ら
２
段
目
　

　
　
　
教
育
長
③
の
答
弁

（
誤
）
嶺
北
広
域
の
教
育
委
員
会

で
検
討
。

（
正
）
土
佐
町
の
児
童
も
見
学
に

行
く
機
会
を
設
け
る
よ
う
学

校
に
促
し
て
い
く
。

　
議
会
だ
よ
り
発
行
に
あ
た
っ
て

は
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え

る
べ
く
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
土

佐
町
で
は
ま
だ
寒
さ
の
厳
し
い
日

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　
さ
て
、
昨
年
来
、
米
価
の
高
騰

が
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

お
い
て
も
、
米
価
の
上
昇
は
生
産

農
家
の
皆
様
に
と
っ
て
久
々
の
明

る
い
材
料
と
な
り
、
一
定
の
恩
恵

を
も
た
ら
し
た
も
の
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
後
の
米
価
の
推
移
に
つ
い
て
は

依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
、
資
材
高
騰
な
ど
の
課
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
。

　
米
づ
く
り
は
本
町
の
景
観
や
文

化
を
支
え
る
柱
で
す
。
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
一
過
性
の
動
き

に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
「
持
続
可
能
な
米

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
行
政

と
共
に
対
策
を
講
じ
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　
今
号
も
、
町
政
の
現
状
を
詳
し

く
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
一
読
く
だ
さ
い
。（

澤
田
智
則
）

あ
と
が
き
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土
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町
議
会
事
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局
ま
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参加していただいた方々
土佐町小学校４年生・５年生・６年生の皆さん

学校応援団の皆さん

生徒からのメッセージ
（表示ができなくてすみません）

お
詫
び
と
訂
正

第
38回

や
ま
び
こ
カ
ー
ニ
バ
ル

定
例
会
開
か
れ
る
・
行
政
報
告

一
般
質
問

定
例
会
議
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審
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・
議
決
結
果

臨
時
会
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案
審
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・
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決
結
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査
意
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書

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
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議
会

委
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会
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告

議
会
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
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